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国際理学コース

　一般選抜（前期日程）に
合格した学科に所属しつ
つ、国際理学コース独自の
科目として国際性をはぐく
む英語による少人数教育
を受けることができます。ま
た、学際性を養うために複
数学科の専門教育を受け
ることができます。

　国際理学コースの入学者選
抜は、一般選抜（前期日程）を
利用し、一般選抜（前期日程）
の各学科の合格者で国際理
学コースへの入学を希望する
者の中から、成績上位者（各学
科最大２名）を選抜します。
　このため、国際理学コースに
合格するために独自の受験準
備をする必要はありません。

● 教育の特徴 ● 入学者選抜方法

理学部では、各学科に

国際理学コースを設置しています。

●国際理学コースでは、理学の専門知識と学際的な志向を持って国際的に
　活躍するリーダーを養成するための教育を行います。

●国際理学コースの定員は、最大10名（各学科２名）です。

●国際理学コースの学生は、理学部のいずれかの学科に所属します。

一般選抜（前期日程）

詳しい情報は、理学部ホームページ（https://www.sci.kyushu-u.ac.jp/）をご覧ください。

専門性
所属学科（合格時に決定）

の専門教育

国際性
英語による
少人数教育

学際性
複数学科の
専門科目を
選択可能

国際理学
コース

2名

2名

2名

2名

2名 化学生物学

地球惑星科学 数学

物理学

　理学（サイエンス）は、自然の成り立ちとその示す法則性を明らかにし、私たちの

自然に対する理解を深めるとともに、人類の平和、社会の発展、地球環境の維持・

改善に貢献することを目指す学問です。宇宙・地球、生命・生態、物質の機能・変

換、数と図形などを対象とする理学は、宇宙科学、地球惑星科学、生物学、物理

学、化学、数学、情報科学などの多くの分野から成り立っています。

　対象とする系と現象、基本的な考え方の違いによってこれらの分野に分かれて

いますが、それぞれの分野は互いに密接に関連しています。ビッグバン直後の宇宙

の構造の理解には素粒子物理学や原子核物理学が不可欠であり、中性子の散

乱・回折は、物理学だけでなく化学、地球科学でも重要な実験手段となっていま

す。また、数学上の新しい概念の出現が物理学の発展のきっかけになることもあり、

生物化学的方法は生命科学の研究になくてはならない方法となっています。

　理学の主な目的は、自然のより深い理解にありますが、理学のもたらす新しい知

見は、多くの分野で人類の役に立っています。陰極線の実験中に偶然見つけられた

X線は、結晶やDNAの構造決定に主要な役割を果たしただけでなく、医療現場で

は今や必須の診察手段となっており、また最近では考古学や建築現場でも用いら

れています。

　科学の研究は、三つの段階を経て発展します。まず、最初の発見に導く基盤的な

研究が行われます。この段階の研究は、人類のもつ知的好奇心に負うところが多い

ものです。「砂浜で見かける風紋はどうしてできるのだろう」、「オーロラはなぜカー

テンのような動きをするのだろう」、「筋肉はなぜ力を出せるのだろう」、「物質は一

体何からできているのだろう」、あるいは「実数が連続しているというのはどういうこ

とであろう」などの素朴な疑問が研究の推進力となっています。ひとたび発見が行

われますと、その現象のより詳細な理解に向けた発展的な基礎研究が行われます。

実用化が可能な発見は、現象が十分理解された後に初めて、応用を目指した研究

に移されます。理学として行われる研究は、主として初めの二段階、基盤的研究と

発展的基礎研究です。これらの研究をとおした、現象の発見およびその法則性の

認識が新しい発見を導き、また応用研究へと発展します。このように理学は、自然を

理解する体系を与えると同時に、工学、農学、医学、薬学などあらゆる応用科学の

基礎となっています。

　20世紀は科学の時代であったといっても過言ではありません。現在の情報化社

会は、数学、物理学、化学の成果が融合して、達成されたものです。また、最近人間

の遺伝子情報が完全に解読され、新たな展開が期待されています。一方、人類は

放射能廃棄物、地球温暖化などの環境問題、エネルギー・食料・水の問題など多く

の課題に直面しています。これらの課題を解決するためには、これまで培われてきた

理学の手法をさらに発展させ、新たなパラダイムを創出することが必要です。

　21世紀は、私たち人類の知が試されるときです。これらの課題を乗り越えて、人

類がさらなる発展を遂げるために、理学の果たす役割はいっそう重要なものとなっ

ています。

各学科２名選抜

理学部

物理学科

物理学コース 粒子宇宙論　粒子物理学　物性基礎論
量子物性　　複雑物性

数理情報　知能科学　計算科学

無機化学　分析化学　物理化学　構造化学　有機化学　生物化学

情報理学コース

国際理学コース（物理学)・（情報理学）

化学科

地球惑星科学科

数学科

生物学科

Physics

Chemistry

Earth and Planetary Sciences

Mathematics

Biology

国際理学コース

国際理学コース

国際理学コース

国際理学コース

流体圏・宇宙圏科学　　固体地球惑星科学　　太陽惑星系物質科学
地震学・火山学　　　　地球惑星博物学（協力講座）

トポロジー　複素解析学　微分幾何学　整数論　　　　　　　　代数幾何学
数理物理学　確率論　　　作用素環論　非線形偏微分方程式論　数値解析学
数理統計学　表現論　　　暗号学　　　力学系理論　　　　　　可積分系理論

行動神経科学　染色体機能学　　　　動物発生学　　　　植物生理学　
生態科学　　　分子遺伝学　　　　　生体高分子機能学　数理生物学　
進化遺伝学　　植物多様性ゲノム学　細胞機能学　　　　海洋生物学

九州大学

学　科 コース・講座

基盤的研究

発展的基礎研究

応用研究

理学は応用科学の基礎

理学

宇宙
・
地球

物質機能
・
変換

生命
・
生態

抽象化
・
論理
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　このため、国際理学コースに
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理学部では、各学科に
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1939 九州大学理学部設置

1984 附属島原地震火山観測所に名称変更

1990 地質学科を廃し、地球惑星科学科を開設

1994 大学院数理学研究科設置

2000 大学院理学研究院、理学府設置

1942 数学科開設

理学研究院附属地震火山観測研究センターに改組
理学府附属臨海実験所に改組

1949 生物学科開設

1953 大学院理学研究科設置

2004 国立大学法人九州大学理学部となる

附属天草臨海実験所設置

2008 大学院理学府再編

1961 極低温実験室設置

理学部附属天草臨海実験所に改組

1971 附属島原火山観測所設置

学　科 教員数 学生数

物理学科 38人 250人

化学科 39人 288人

地球惑星科学科 33人 201人

数学科 37人 240人

生物学科 35人 216人

合　計 182 人 1,195 人
R8.4.1 現在

物 理 学 科
物理学コース／情報理学コース

国際理学コース

化 学 科
国際理学コース

地球惑星科学科
国際理学コース

数 学 科
国際理学コース

生 物 学 科
国際理学コース

大 学 院

理学研究院【研究組織】理学部【教育組織】 理学府【教育組織】

物 理 学 部 門

化 学 部 門

地球惑星科学部門

生 物 科 学 部 門

物 理 学 専 攻

化 学 専 攻

地球惑星科学専攻

システム生命科学府

数理学府

システム情報科学府

数理学研究院

システム情報科学研究院

基幹教育院

マス・フォア・インダストリ研究所

先導物質化学研究所

総合研究博物館

マス・フォア・イノベーション連係学府

物理学科開設
化学科開設
地質学科開設

九州大学理学部 沿 革

組 織九州大学理学部

学部長メッセージ研
究
で
養
う
、発
想
力
と
論
理
的
思
考
力

理学部長

鈴木　博

昭和62年
平成元年
平成  3年
平成  5年
平成10年
平成16年
平成17年
平成19年
平成25年

東京都立大学理学部物理学科卒業
広島大学大学院理学研究科博士課程前期修了
広島大学大学院理学研究科博士課程後期修了
茨城大学理学部助手
茨城大学理学部助教授
茨城大学大学院理工学研究科助教授
独立行政法人理化学研究所先任研究員
独立行政法人理化学研究所専任研究員
九州大学大学院理学研究院教授

物理学科教授（すずき ひろし）

　九州大学理学部は、物理学・化学・地球惑星科学・数学・生物学の5学科から構成され、自然科学の

幅広い分野を対象とした教育と研究を行っています。1939年の設置以来、80年以上の歴史を有し、こ

れまでに1万6千人を超える卒業生が産・学・官の多様な分野で活躍しています。今後も、社会で広く活

躍する人材の育成が一層期待されています。

　理学は、自然科学の基礎を探究する学問です。私たちは、自然を深く理解したいという好奇心を原動

力に、現象の普遍性を解き明かし、知見の体系化を目指します。その過程では、未知の現象の発見やそ

の起源の解明といった最先端の研究に取り組みます。理学の重要性を世界の動向の中で示す最近の

例として、生成AIの急速な発展が挙げられます。これは我 の々思考方法にさえ変革を迫るイノベーション

ですが、その背後には長年の地道な基礎研究の試行錯誤がありました。また、金属有機構造体（MOF）

は、二酸化炭素の回収や燃料ガスの貯蔵といった応用を通じて、環境・エネルギー・医療分野での活用

が期待されています。

　大学以前の「勉強」は、既存の知識を身につけ、答えのある問題を解くことが中心でした。大学でもそ

の重要性は変わりませんが、これに新たに「研究」という活動が加わります。研究とは、人類の知の領域

を拡げる営みであり、明確な正解があらかじめ用意されているわけではありません。手探りの中で、既存

の知識と柔軟で独創的な発想を組み合わせながら進めていくものです。そして、世界でまだ誰も知らな

い事実を自ら見いだしたときの喜びこそが、研究の醍醐味です。理学部では、実験・観測・理論に基づく

研究活動を通して、発想力と論理的思考力を養います。これらの力は、既知の課題への即戦力というよ

り、予期しない新たな課題に挑戦するために社会が真に必要とする力と言えるでしょう。

　理学部卒業生の約7～8割は大学院修士課程へ進学し、そのうちの多くの方が修了後に高度な専門

性を活かして社会で活躍しています。さらに研究を志す方は博士課程へと進学し、先端的な研究者を目

指します。近年は博士人材の重要性を国も認識し、育成に向けた支援も充実して来ています。今後は博

士号を持って国際的に活躍する人材の増加が期待されます。

　九州大学理学部および大学院は、発想力と論理的思考力をもって新たな課題に挑み、国際社会を

牽引する人材の育成に取り組んでいます。本冊子は、理学に関心を持つ高校生の皆さんを主な対象と

して作成しました。ウェブサイトやSNS、オープンキャンパスなども活用されて、本学部の魅力に触れてく

ださい。近い将来、皆さんと共に理学を楽しみ、研究の醍醐味を分かち合えることを心より願っています。
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マヨラナ粒子 非可換エニオン

電子の穴

正電荷を持つ粒子

電子スピンの作る波

スピンを運ぶ中性粒子

分裂した電荷

フェルミ粒子でもボーズ粒子でもない粒子

理学研究院物理学部門　教授 笠原 裕一

物質中の電子集団のもたらす
不思議な世界

　私たちの身の回りにある物質は、それぞれ異なる性質を

持っています。金属は電気を流し、磁石は鉄を引きつけ、あ

る物質は低温で電気抵抗がゼロになる「超伝導」を示しま

す。こうした物質の性質（物性）を物理学の立場から研究す

る学問が「物性物理学」です。特に、原子や分子が規則正し

く並んだ固体（結晶）を対象とする場合には、「固体物理

学」や「凝縮系物理学」と呼ばれます。

　磁石や結晶そのものは古くから知られていましたが、「な

ぜそのような性質が現れるのか」という根本的な問いに答

えられるようになったのは、約100年前に量子力学が誕生

してからです。量子力学によって、物質の性質を原子や電

子の振る舞いから理解できるようになり、固体物理学は急

速に発展しました。現在では、現代物理学を支える重要な

分野のひとつとなっています。

　固体を構成する原子は、原子核と電子からできていま

す。このうち、電気的・磁気的・熱的・光学的といった多くの

性質を決めているのは、原子の外側を動き回る電子です。

言い換えれば、電子は物性の「主役」と言えます。

　電子は「素粒子」と呼ばれる基本的な粒子のひとつで、

その性質は非常によく調べられています。しかし、固体の中

では約1023個/㎝3の無数の電子が存在し、お互いに影響

を及ぼし合いながら（相互作用しながら）運動しています。

このような電子の集団は、単独の電子からは想像できない

振る舞いを示すことがあります。

　量子力学では、電子は粒子であると同時に波としての性

質も持っています（粒子と波動の二重性）。多くの電子が集

まると、それぞれの波が重なり合い、全体として新しい波を

作り出します。この集団的な運動は、あたかも「新しい粒子」

が現れたかのように振る舞います。これらは実在の素粒子

ではありませんが、物質の中では粒子として扱うことがで

き、「準粒子」と呼ばれます（図1）。

　準粒子は、もとの電子とは異なる性質を持つことがあり

ます。たとえば、電荷を持たない粒子や、磁石の性質（スピ

ン）だけを運ぶ粒子が現れることもあります。さらに、理論的

に予言された他の素粒子と等価なものや、三次元の現実

世界では存在しないはずの粒子が二次元的な物質中で実

現することもあります。このように、電子集団は私たちの直

感を超えた多様な世界を作り出します。

　電子集団が生み出す風変わりな準粒子として、ここでは

「マヨラナ粒子」と「エニオン」を紹介します。

　マヨラナ粒子は約80年前に理論的に提案された粒子

で、「自分自身が反粒子である」という特徴を持ちます。素粒

子の世界では、「幽霊粒子」と称されるニュートリノがマヨラ

ナ粒子である可能性が指摘されており、その正体は現在も

大きな謎のひとつです。近年、超伝導体や磁性体といった

固体物質の中で、マヨラナ粒子に対応する準粒子が現れる

ことが理論・実験の両面から示されてきました。一方、エニ

オンは「第3のタイプの粒子」とも呼ばれます。私たちの生

活する三次元世界に存在する粒子は、大きく分けてフェル

ミ粒子とボーズ粒子の2種類に分類されますが、二次元空

間ではそのどちらにも属さない粒子の出現が可能となり、

これがエニオンです。エニオンは交換の仕方によって性質

が変わるという、非常に不思議な特徴を持っています。

　私たちの研究グループでは、特殊な磁性物質において、

熱の流れが磁場によって曲げられる「熱ホール効果」※を

精密に調べ、その値が量子力学によって決まる一定の値に

なる「熱量子ホール効果」を発見しました。この結果は、物

質中にマヨラナ粒子やエニオンが実在することを示す重要

な証拠です（図2）。

はじめに1 風変わりな粒子：
マヨラナ粒子とエニオン3電子が集まると何が起こるのか2

図１　物質中に出現する準粒子の例 図２　熱量子ホール効果のイメージ図。

　このような研究は、純粋な物理学的興味にとどまりませ

ん。たとえばマヨラナ粒子は、誤りに強い量子コンピュー

ターを実現するための基本要素として注目されており、世界

的に研究開発が進められています。これまでの電子技術

は、電子の電荷を利用することで発展してきました。しかし、

その方法には限界が見え始めています。そこで近年は、電

子集団が生み出す準粒子や量子状態を利用することで、

新しい技術を切り拓こうとする試みが盛んに行われていま

す。しかし、そのような応用研究の出発点には、必ず「なぜ

このような現象が起こるのか」という素朴な問いに基づく基

礎研究があります。

　物質中の電子集団が生み出す現象の多くは、今なお私

たちの直感を超えた振る舞いを示します。身の回りにある

一見ありふれた物質の中にも、宇宙や素粒子の世界と深く

結びついた物理法則が隠れており、その謎を一つずつ解き

明かしていく過程にはさまざまな発見の喜びがあります。次

の未知の領域を切り拓く挑戦に、これから大学進学を目指

す皆さんが加わってくれることを心から願っています。

※金属や半導体中の電子は磁場下で電磁気学的な力（ローレンツ

力）を受けて軌道が曲げられ、電流と垂直方向に電圧が、熱流と

垂直方向に温度勾配が生じる。前者を電気ホール効果、後者を熱

ホール効果と呼ぶ。電気の流れない絶縁体ではローレンツ力によ

るホール効果は生じないが、電荷を持たない粒子が熱を運び、熱

ホール効果を示すことがある。

マヨラナ粒子は試料の端のみを運動し、エニオン
は試料内部に局在している。

将来のテクノロジー革命へ4

The mysterious world
created by many-body electrons in solids
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間ではそのどちらにも属さない粒子の出現が可能となり、

これがエニオンです。エニオンは交換の仕方によって性質

が変わるという、非常に不思議な特徴を持っています。

　私たちの研究グループでは、特殊な磁性物質において、

熱の流れが磁場によって曲げられる「熱ホール効果」※を

精密に調べ、その値が量子力学によって決まる一定の値に

なる「熱量子ホール効果」を発見しました。この結果は、物

質中にマヨラナ粒子やエニオンが実在することを示す重要

な証拠です（図2）。

はじめに1 風変わりな粒子：
マヨラナ粒子とエニオン3電子が集まると何が起こるのか2

図１　物質中に出現する準粒子の例 図２　熱量子ホール効果のイメージ図。

　このような研究は、純粋な物理学的興味にとどまりませ

ん。たとえばマヨラナ粒子は、誤りに強い量子コンピュー
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将来のテクノロジー革命へ4

The mysterious world
created by many-body electrons in solids

Kyushu University, School of SCIENCE 5Kyushu University, School of SCIENCE



九大物理では、国内でも
数えるほどの大学のみ有
する粒子加速器を動かし、
特色ある学生実験を開講
しています（３年次）。

プログラミングに関する
演習の様子。

6つの基礎実験と3つの専門実験で構成され、物理現
象を実体験し、物理学の理解度を高めます。専門実験
では各テーマを継続的に数ヶ月かけて取り組み、誤差
を伴う実験結果を正しく評価し、真実を見出すことの
大切さを学びます。各テーマの最後は、自分が実験した
内容をレポートにまとめ、報告会で発表します。自らの
考えを他の人に正確に伝える作文および発表方法を
身につけます。

毎年12月、研究室配属を控えた3年生が
中心となって企画する、物理学コースあげ
てのイベントです。研究室訪問や運動会、
懇談会などが行われ、学年を越えた学部
生・大学院生の交流や講義以外で見せる
教員の一面などを通して、将来の進路を
決める判断材料がみつかることでしょう。

毎年11月～12月にTuring祭が開催されま
す。名前は、コンピュータの理論的なモデル
を提唱したアラン・チューリングに由来しま
す。４年生が中心となって準備し、主にこれ
から研究室を選ぶ３年生を対象にした研
究室紹介や、情報理学全体の親睦を深め
るための懇親会などが企画されます。

コース配属後は、解析力学、電磁気学、
量子力学、統計力学、相対性理論など
の専門科目の講義・演習に加えて、加
速器を使った実験やゼミナールなどの
実習に取り組むほか、最先端の物理学
の状況についても学習します。4年次に
は素粒子物理学、物性物理学などのよ
り高度な専門科目や、生物物理学など
の学際的な科目を学ぶとともに、各研
究室に配属され卒業研究を行います。

コース配属後は、論理学、計算理論、
情報理論、アルゴリズム論、機械学習、
データ科学、画像解析など、様々な分
野にわたる専門科目の講義や、プログ
ラミング技法演習、アルゴリズム論演
習などの実習科目を通じて、情報科学
の基礎と実際を学びます。3年後期の
講究を経て、4年次には、主として、大
学院システム情報科学研究院情報学
部門の教員の研究室に配属され、卒
業研究を行います。

4年次に配属される研究室には情報科学の基礎理論
の研究を行っているものから高度な応用研究を行って
いるものまで様々あり、卒業研究は幅広いテーマから
選ぶことができます。写真は関節に6自由度のセン
サーを取り付け、人の体の動きのデータを生成する
モーションキャプチャー・システムを実時間入力デバイ
スとして利用し、バーチャルリアリティ応用ソフトウェア
の開発を行っている風景です。情報理学では、このよ
うな応用研究も行っています。

【基礎粒子系物理学】物理学コース

【物性物理学】物理学コース

情報理学コース

令和8年度（後期）物理学科　物理学コース2年生の時間割の一例
1限目 2限目 3限目 4限目

8：40～10：10 10：30～12：00 13：00～14：30 14：50～16：20

月 物理数学ⅡA・ⅡB 物理数学演習Ⅰ・Ⅱ

火 基幹教育科目

水 基幹教育科目 連続体力学Ⅰ 基幹教育科目

木 統計力学Ⅰ・同演習

金 量子力学Ⅰ・同演習 基礎物理実験学・同実験A・B

令和8年度（春学期）物理学科　情報理学コース3年生の時間割の一例
1限目 2限目 3限目 4限目

8：40～10：10 10：30～12：00 13：00～14：30 14：50～16：20
5限目

16：40～18：10

月

火

水

木

金

計算量理論 計算量理論

データ科学 論理回路

画像解析 ソフトウェア工学Ⅰ 数値解析 数値解析演習

情報理論Ⅰ

アルゴリズム論 論理回路 アルゴリズム論演習 アルゴリズム論演習

物理学コースでは、理論と実験の両方の実習を行っています。
3年後期の物理学ゼミナールでは、専門書や原著論文の輪
講を通じて、論理思考とそのための数学的テクニックを鍛え
ます。３年生の物理学総合実験では、基礎的な実験技術の習
得から始め、実験目標の設定、試料の作成、装置の改良、測
定結果の解析と考察、結果の発表会に至るまでの全プロセ
スを総合的に習得します。

情報理学コースでは、講義内容の理解を深めるための演習
が充実しています。2年次に開講されるほとんどの科目に演習
科目が設置されており、様々な命題の証明やプログラミング
に関する演習課題に取り組むことによって、理論的な解析力
と実践的なプログラミング力を同時に身につけます。3年前
期にはより専門的なアルゴリズムの理論と実際について学
びます。3年後期の情報科学講究では、少人数のクラスで英
文論文の輪講を行い、読解力やプレゼンテーション能力など
を培い、卒業研究に備えます。

行　事：Newton 祭 ＆ Turing 祭
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物
理
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Physics

物理学は、自然の最も基礎的な法則を探求し、それを用いてさまざまな現象を理解しようとする学問です。物理学科の
研究教育では、専門知識を習得するだけでなく、それらを活かして、何事も基礎から論理的に思考する取り組みに重点
を置いています。研究者の養成とともに、広く社会で活躍できる人材を育てます。

研究と教育内容 物理学科で行われている研究

物質の基本的な構成単位及び相互作用の
性質を解明するため、場の量子論や素粒子
現象論等の理論的研究と最先端加速器を
用いた実験的研究を行っています。

素粒子物理

宇宙物理学は宇宙の成り立ちの根源を問
う学問です。宇宙の始まりと進化、ブラック
ホールの活動性の起源といった宇宙の研究
を通して物理の基本原理の検証まで目指し
ています。

宇宙物理

陽子と中性子から構成される原子核の構造
と反応の研究と、クォークとグルーオンを取
り扱うハドロンの研究を行っています。

原子核物理

分子が多数集まった物質を、物理の基本法
則から理解することを目指します。多粒子系
では、水が氷になるように、性質が突然変わ
る相転移現象が起こります。

物性基礎論

コロイド・高分子から生命現象まで、柔らか
な物質群の示す多彩な現象を現代物理学
的観点から研究しています。

複雑物性

低温・強磁場・高圧下で誘引される新奇量
子現象、及び表面・界面で顕在化する量子
現象の観測、新物質・構造の探索、ナノ構
造を駆使した量子状態操作等の実験的研
究を行っています。

量子物性

科学技術分野に現れる種々の現象を情報
学の視点から捉え、その数理モデルを構築
し解析を行うことにより、様々な情報処理の
問題の解決を図る研究を行っています。

数理情報講座

シミュレーション分野を横断する計算科学
の基礎として、モデリング、並列アルゴリズム、
高精度計算の基礎技術を確立し、各応用
分野における応用展開を図る研究を行って
います。

計算科学講座

人間の知性や行動を科学的に追究すると
共に、人間の知的活動を支援するための情
報科学の基礎技術を確立し、その応用展開
を図る研究を行っています。

知能科学講座

入学後、１年間は物理学の基礎を含む基幹教育科目を学び、２年生の前期から物理学コースと情報理学コースに分かれます。

学科のカリキュラム

Pick Up Research Contents

■ 情報科学特別研究（卒業研究）■ 物理学総合実験

レーザーを用いた光の干渉実験

物理学コースHP
https://www.phys.kyushu-u.ac.jp/

情報理学コースHP
https://jolly.i.kyushu-u.ac.jp/
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低温・強磁場・高圧下で誘引される新奇量
子現象、及び表面・界面で顕在化する量子
現象の観測、新物質・構造の探索、ナノ構
造を駆使した量子状態操作等の実験的研
究を行っています。

量子物性

科学技術分野に現れる種々の現象を情報
学の視点から捉え、その数理モデルを構築
し解析を行うことにより、様々な情報処理の
問題の解決を図る研究を行っています。

数理情報講座

シミュレーション分野を横断する計算科学
の基礎として、モデリング、並列アルゴリズム、
高精度計算の基礎技術を確立し、各応用
分野における応用展開を図る研究を行って
います。

計算科学講座

人間の知性や行動を科学的に追究すると
共に、人間の知的活動を支援するための情
報科学の基礎技術を確立し、その応用展開
を図る研究を行っています。

知能科学講座

入学後、１年間は物理学の基礎を含む基幹教育科目を学び、２年生の前期から物理学コースと情報理学コースに分かれます。

学科のカリキュラム

Pick Up Research Contents

■ 情報科学特別研究（卒業研究）■ 物理学総合実験

レーザーを用いた光の干渉実験

物理学コースHP
https://www.phys.kyushu-u.ac.jp/

情報理学コースHP
https://jolly.i.kyushu-u.ac.jp/
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令和8年度（前期）化学科　２年生の時間割の例
1限目 2限目 3限目 4限目

8：40～10：10 10：30～12：00 13：00～14：30 14：50～16：20

月 有機化学Ⅱ／Ⅲ物理化学Ⅰ 量子化学Ⅰ

火 基幹教育科目

水 基幹教育科目

有機化学Ⅱ 基幹教育科目 基幹教育科目

基幹教育科目 英　語 現代化学

木 分析化学Ⅰ 化学数学 有機化学Ⅱ／Ⅲ

金 基幹教育科目 生物化学Ⅰ

令和8年度（前期）化学科　3年生の時間割の例
1限目 2限目 3限目 4限目

8：40～10：10 10：30～12：00 13：00～14：30 14：50～16：20

月 放射化学無機化学Ⅲ 化学実験

火 分子構造論 化学実験

水 光生物物理化学 化学実験物理化学Ⅲ

木 有機機器分析 生物化学Ⅲ 化学実験

金 有機化学Ⅴ 量子化学Ⅲ 分析化学Ⅲ

化学科で行われている研究

機能性材料や医薬品など有用な有機分子
を自在に合成するために、均一系触媒や固
体触媒を利用した新しい合成方法論の開
拓を行っています。工業的な応用を目指し、
必要最小限の資源とエネルギーを用いて目
的化合物のみを与える環境に優しい合成
法の開拓を行っています。また、動植物や微
生物から単離された生物活性化化合物の
全合成、および活性発現機構の解明や新し
い薬剤の設計・合成に取組んでいます。

有機化学

新規金属錯体や無機化合物の合成や探索
を行い、その物性や機能の本質を、基礎化
学の観点から解明することを研究目的の中
心に据えています。具体的には、多核金属
錯体の構造と機能の相関、動的電子状態
に由来する固体物性（伝導性、磁性、誘電
性、光物性）、水素貯蔵や水素エネルギーに
関わる物質、金属酵素モデル錯体をはじめ
とする生体機能関連物質、多孔性配位高分
子のガス応答による物性変換などの研究を
展開しています。

無機化学

からだの中では、分子が細胞から細胞へと
情報を伝えています。そして「生きる」ために、
細胞はそうした情報を「理解」し、それぞれ
に特有な機能・働きを発揮します。そこでさ
まざまな生体分子（酵素、ペプチド、タンパク
質など）が活躍しています。こうした細胞の
神業ともいうべき働きを可能にする分子の
構造、細胞膜、溶媒環境などについて、一つ
一つの分子に熱い視線をあてたバイオ実
験・研究を行っています。

生物化学

両親媒性高分子、高分子電解質を生体高
分子モデル系として、生命現象を物理化学
的に理解するための基礎研究と新規バイオ
マテリアルの開発、生体由来高分子ゲルの
構造・物性変化と様 な々病態変化の相関に
関する研究を行っています。また、レーザー
を駆使した新しい分子イメージング法の開
発と先端材料・生細胞・生体組織の分子レ
ベル可視化に関する研究をしています。

物理化学

物質や生命を形づくる素である原子・分子
とその集合体（クラスター）に注目して、原子
や分子を扱うミクロな視点から、物質の構
造や化学的な性質を解き明かす研究を
行っています。実験と理論を両輪に、分子の
運動や電子の状態を光で観る分光実験、原
子間の結合を組み換える反応実験で、電子
や原子・分子の動きを追跡しています。また、
ミクロな世界を記述する基礎方程式の解法
を探り、生体分子など複雑系への応用も視
野に入れ、化学現象の多様な世界を明らか
にする理論の構築に取り組んでいます。

量子化学

最先端の分析装置や新たな分析手法を開
発するとともに、それらを生体や機能性材
料、環境問題に適用する研究を行っていま
す。具体的には、生体膜における脂質と膜タ
ンパク質の相互作用の解析や、麻酔などの
生体膜に作用する薬剤の作用機構の解析
を行っています。また、超高速で起こる化学
反応を実時間で観測できる装置の開発、お
よびそれを利用した機能性材料の動的過
程の解析を行っています。さらに最先端原
子分解能顕微鏡、同位体分析、放射光マイ
クロビームX線分析を駆使しながら環境問
題のミクロな解析を行っています。

分析化学

化学科では、最初にガラス器具の取り扱いと組み立て、抽出、蒸留、
再結晶、融点測定、薄層クロマトグラフィー、ガラス細工などの実験
基本操作を実習します。引き続いて分析化学、無機化学、有機化学、
生物化学、構造化学、物理化学の計六つの学生実習を行います。有
機化学実験では、それまでに講義で学んだ有機化学の知識に基づき、
有機合成実験を行います。実験を通じて、有機化合物の立体構造・
性質などの理解を深め、さらに各種測定法の基本原理、測定データ
の整理、解析手法などを習得します。

実験・実習 有機化学実験

物
質
の
状
態
や
性
質
、

変
化
を
分
子
レ
ベ
ル
で
研
究
。

化
学
科 2年次から、専門教育課程の講義と実験を

学びます。分析化学実験をはじめ、化学実
験の全科目が必須です。分析化学、有機化
学、無機化学、物理化学、量子化学、生物化
学などの講義を受講し、所定の単位を修得
すると、4年次から研究室に配属され、指導
教員のもとで卒業研究に取り組みます。

学科のカリキュラム

1兆分の1秒という非常に短いパルス光を用いて、分子が
動き、反応する様子を実時間で観測することができます。

海洋性プランクトンの一種は、巨大で複雑な構造を有す
る有機化合物を毒として産生します。天然からは微量しか
得られない毒の働きを調べるため、有機化学反応を使っ
て人工的に合成する研究を行っています。

■ フェムト秒時間分解赤外振動
　 スペクトル測定装置

■ 天然毒の謎に迫る
　 天然有機化合物の人工合成

有機化学の実習をしている学生実験のようす

4年次には、化学科の各研究室に配属され、1年間の卒業研究を行
います。化学科の研究室では、有機無機化学、物理化学、分析化学、
理論化学、生化学などの広範な分野での最先端の研究が展開され
ています。3年次までに身につけた化学の基礎を武器に未知の問題
へと挑戦し、研究者としての一歩を踏み出します。

卒業研究

Chem
istry

化学科では、高度な化学的知識や思考を活かして、社会で指導的役割を担う人材の育成を目指しています。生産活動
と地球環境との調和が課題となっている今日、原子・分子レベルの理解にもとづいて新しい物質を創製し、その機能と
性質を制御できる現代化学の重要性は益々増しています。化学科には、次ページに示す非常に広い教育・研究をカ
バーする専門分野が網羅されています。化学科学生は、教養科目、専門科目の講義と実験を3年間学習し、4年生進級
後に研究室に配属され、それぞれの専門分野の教員によるマンツーマンの指導を受けることができます。

研究と教育内容

化学科HP
http://www.scc.kyushu-u.ac.jp/

Pick Up Research Contents
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令和8年度（前期）化学科　２年生の時間割の例
1限目 2限目 3限目 4限目

8：40～10：10 10：30～12：00 13：00～14：30 14：50～16：20

月 有機化学Ⅱ／Ⅲ物理化学Ⅰ 量子化学Ⅰ

火 基幹教育科目

水 基幹教育科目

有機化学Ⅱ 基幹教育科目 基幹教育科目

基幹教育科目 英　語 現代化学

木 分析化学Ⅰ 化学数学 有機化学Ⅱ／Ⅲ

金 基幹教育科目 生物化学Ⅰ

令和8年度（前期）化学科　3年生の時間割の例
1限目 2限目 3限目 4限目

8：40～10：10 10：30～12：00 13：00～14：30 14：50～16：20

月 放射化学無機化学Ⅲ 化学実験

火 分子構造論 化学実験

水 光生物物理化学 化学実験物理化学Ⅲ

木 有機機器分析 生物化学Ⅲ 化学実験

金 有機化学Ⅴ 量子化学Ⅲ 分析化学Ⅲ

化学科で行われている研究

機能性材料や医薬品など有用な有機分子
を自在に合成するために、均一系触媒や固
体触媒を利用した新しい合成方法論の開
拓を行っています。工業的な応用を目指し、
必要最小限の資源とエネルギーを用いて目
的化合物のみを与える環境に優しい合成
法の開拓を行っています。また、動植物や微
生物から単離された生物活性化化合物の
全合成、および活性発現機構の解明や新し
い薬剤の設計・合成に取組んでいます。

有機化学

新規金属錯体や無機化合物の合成や探索
を行い、その物性や機能の本質を、基礎化
学の観点から解明することを研究目的の中
心に据えています。具体的には、多核金属
錯体の構造と機能の相関、動的電子状態
に由来する固体物性（伝導性、磁性、誘電
性、光物性）、水素貯蔵や水素エネルギーに
関わる物質、金属酵素モデル錯体をはじめ
とする生体機能関連物質、多孔性配位高分
子のガス応答による物性変換などの研究を
展開しています。

無機化学

からだの中では、分子が細胞から細胞へと
情報を伝えています。そして「生きる」ために、
細胞はそうした情報を「理解」し、それぞれ
に特有な機能・働きを発揮します。そこでさ
まざまな生体分子（酵素、ペプチド、タンパク
質など）が活躍しています。こうした細胞の
神業ともいうべき働きを可能にする分子の
構造、細胞膜、溶媒環境などについて、一つ
一つの分子に熱い視線をあてたバイオ実
験・研究を行っています。

生物化学

両親媒性高分子、高分子電解質を生体高
分子モデル系として、生命現象を物理化学
的に理解するための基礎研究と新規バイオ
マテリアルの開発、生体由来高分子ゲルの
構造・物性変化と様 な々病態変化の相関に
関する研究を行っています。また、レーザー
を駆使した新しい分子イメージング法の開
発と先端材料・生細胞・生体組織の分子レ
ベル可視化に関する研究をしています。

物理化学

物質や生命を形づくる素である原子・分子
とその集合体（クラスター）に注目して、原子
や分子を扱うミクロな視点から、物質の構
造や化学的な性質を解き明かす研究を
行っています。実験と理論を両輪に、分子の
運動や電子の状態を光で観る分光実験、原
子間の結合を組み換える反応実験で、電子
や原子・分子の動きを追跡しています。また、
ミクロな世界を記述する基礎方程式の解法
を探り、生体分子など複雑系への応用も視
野に入れ、化学現象の多様な世界を明らか
にする理論の構築に取り組んでいます。

量子化学

最先端の分析装置や新たな分析手法を開
発するとともに、それらを生体や機能性材
料、環境問題に適用する研究を行っていま
す。具体的には、生体膜における脂質と膜タ
ンパク質の相互作用の解析や、麻酔などの
生体膜に作用する薬剤の作用機構の解析
を行っています。また、超高速で起こる化学
反応を実時間で観測できる装置の開発、お
よびそれを利用した機能性材料の動的過
程の解析を行っています。さらに最先端原
子分解能顕微鏡、同位体分析、放射光マイ
クロビームX線分析を駆使しながら環境問
題のミクロな解析を行っています。

分析化学

化学科では、最初にガラス器具の取り扱いと組み立て、抽出、蒸留、
再結晶、融点測定、薄層クロマトグラフィー、ガラス細工などの実験
基本操作を実習します。引き続いて分析化学、無機化学、有機化学、
生物化学、構造化学、物理化学の計六つの学生実習を行います。有
機化学実験では、それまでに講義で学んだ有機化学の知識に基づき、
有機合成実験を行います。実験を通じて、有機化合物の立体構造・
性質などの理解を深め、さらに各種測定法の基本原理、測定データ
の整理、解析手法などを習得します。

実験・実習 有機化学実験

物
質
の
状
態
や
性
質
、

変
化
を
分
子
レ
ベ
ル
で
研
究
。

化
学
科 2年次から、専門教育課程の講義と実験を

学びます。分析化学実験をはじめ、化学実
験の全科目が必須です。分析化学、有機化
学、無機化学、物理化学、量子化学、生物化
学などの講義を受講し、所定の単位を修得
すると、4年次から研究室に配属され、指導
教員のもとで卒業研究に取り組みます。

学科のカリキュラム

1兆分の1秒という非常に短いパルス光を用いて、分子が
動き、反応する様子を実時間で観測することができます。

海洋性プランクトンの一種は、巨大で複雑な構造を有す
る有機化合物を毒として産生します。天然からは微量しか
得られない毒の働きを調べるため、有機化学反応を使っ
て人工的に合成する研究を行っています。

■ フェムト秒時間分解赤外振動
　 スペクトル測定装置

■ 天然毒の謎に迫る
　 天然有機化合物の人工合成

有機化学の実習をしている学生実験のようす

4年次には、化学科の各研究室に配属され、1年間の卒業研究を行
います。化学科の研究室では、有機無機化学、物理化学、分析化学、
理論化学、生化学などの広範な分野での最先端の研究が展開され
ています。3年次までに身につけた化学の基礎を武器に未知の問題
へと挑戦し、研究者としての一歩を踏み出します。

卒業研究

Chem
istry

化学科では、高度な化学的知識や思考を活かして、社会で指導的役割を担う人材の育成を目指しています。生産活動
と地球環境との調和が課題となっている今日、原子・分子レベルの理解にもとづいて新しい物質を創製し、その機能と
性質を制御できる現代化学の重要性は益々増しています。化学科には、次ページに示す非常に広い教育・研究をカ
バーする専門分野が網羅されています。化学科学生は、教養科目、専門科目の講義と実験を3年間学習し、4年生進級
後に研究室に配属され、それぞれの専門分野の教員によるマンツーマンの指導を受けることができます。

研究と教育内容

化学科HP
http://www.scc.kyushu-u.ac.jp/
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ベーリング海の海底堆積物を全長15ｍ
のピストンコアにより採取、過去から現
在までの地球環境変動を明らかにする。

エジプト・ヌビア砂漢での地質調査風
景。７億年前の地層を詳細に記載し、当
時の地球表層環境の復元を試みる。

太陽系の小惑星から探査機「はやぶ
さ」（写真）により試料が持ち帰られた。
九州大学にて持ち帰られた地球外物
質の鉱物分析、有機物分析が行われて
いる。

■ 地球、惑星で起こる様々な現象を実際に観測し、サンプルを調査する

■ 最先端の設備による地球惑星環境を実験室に再現し、精密分析する。 ■ 複雑な自然現象をコンピュータに再現（シミュレーション）して解析する

地球惑星内部の高温高圧の状態を実
験室に再現し、地球惑星深部の現象を
探る。

高温高圧発生装置

中央のオレンジ色の部分が誕生したばかりの原子木星で、帯はガス
が通る経路（流線）を示す。木星は主に水素でできた巨大な惑星であ
る。流線に沿ってガスが流れ込むことで、はじめは小さかった原子木
星が大きくなってゆき、約10万年経つと現在の大きさになる。

太陽系で木星ができるときに周囲からガスが集まってゆく様子の
シミュレーション 磁力線に沿って極域電離圏に出入りする電流の空間分布を再現し

たもの。黒線の外側は閉じた（両端とも地球に繋がる）磁力線の領
域で、黒線と磁気緯度約70°の間ではオーロラが観測される。通常
オーロラは環状だが、ここでは真夜中部分が大きく変形し、真昼に
向かって舌を出したような形になっている。一方、黒線で囲まれた領
域から出る磁力線は惑星間空間に到達し地球へ戻らない。

宇宙空間と地球を結ぶ大規模電流のシミュレーション

岩石や隕石に含まれる微量な希ガスを
精密分析し、地球惑星物質の生成起
源を探る。

希ガス質量分析

地球の岩石や隕石、宇宙塵などに含ま
れるミクロンサイズの物質を観察し、そ
の化学組成を定量分析することで、地
球や太陽系物質の起源と進化過程を
解明する。

電界放出形走査電子顕微鏡

卒業研究発表会

地球や惑星について理解する上で大
事なことは、地球を観察することです。
46億年という長い時間をかけて形成
された地球には、その変動の歴史が地
質記録として刻まれています。また、火
山・台風・地震など様々な地球変動を
リアルタイムに観測できます。地球の
営みを観察・観測するために、２年生
で九州横断巡検や天草地質実習など、
泊まり込みで自然と接し、グループで
議論しながら過去の営みを理解する
野外学習が用意されています。

実験・実習 野外地質実習

地球惑星科学科　２年生（前期）の時間割
1限目 2限目 3限目 4限目

8：40～10：10 10：30～12：00 13：00～14：30 14：50～16：20

月 大気海洋科学生物圏環境科学

火 基幹教育科目の履修

水 基幹教育科目の履修

木 熱・統計力学 地球惑星力学 地球惑星実験学

金 地球惑星数学Ⅰ 固体地球科学 基礎地質学
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１年次は、自然科学全般の理解に不可欠な
物理、化学、数学、地学、生物学の素養を身
につけます。２年次より、講義だけでなく、実
験や実習、演習を通じて地球惑星科学の幅
広い分野にわたる基礎を学びます。第３学
年の後期には、各研究室に所属して個別の
研究テーマについて卒業特別研究に取り組
みます。

地球惑星科学科で行われている研究

九大独自のグローバル地上観測や人工衛
星データおよび数値シミュレーションにより、
オーロラ現象に代表される太陽風・磁気
圏・電離層の相互作用の研究を進めていま
す。また対流圏に生じる現象（例えば、台風、
梅雨など）やオゾンホールの研究を観測
データの解析や数値シミュレーションにもと
づいて行うとともに、これらの現象を支配す
る流れに関する基礎研究を進めています。

流体圏・宇宙圏科学

地震火山観測研究センターに所属する教員
からなります。地球物理学・測地学・地球電
磁気学の手法をもちいて九州や日本各地の
地震や火山を観測し、地震発生や火山噴火
のメカニズムの研究を進めています。

地震学・火山学

物質に関する物理・化学的知識を基盤とし
て、隕石を用いた地球や惑星の起源の研究、
地球惑星深部の高温・高圧下での物質の
性質・挙動に関する実験的研究、化学的手
法にもとづく地球表層や地球深部での物質
循環、地球環境中の有機物の分析による環
境変遷、生物活動解析を行っています。また、
物質科学的研究を考慮した太陽・惑星系
の起源・進化の理論的研究を進めています。

太陽惑星系物質科学

過去46億年間の地球惑星の歴史および現
在の地球惑星内部の構造・運動を種 の々方
法で研究しています。例えば、地震学的手法
による地球内部構造、数値シミュレーション
による地球惑星内部の運動の研究を行って
います。また堆積物、化石、地質構造、岩石の
性質などの研究から、地表付近でのさまざま
な地質現象（例えば、造山運動や火山活動）
とその変遷をとらえ、地球内部の運動や環境
変動を明らかにする研究を進めています。

固体地球惑星科学

総合研究博物館に所属する教員からなりま
す。軟体動物化石にもとづく生物進化の研
究を行っています。

地球惑星博物学（協力講座）

学科のカリキュラム

地球惑星科学科では、地球を複合システムとしてとらえ、その科学を理解できる人材の育成を目指しています。このた
め、物理・化学・数学・地学・生物学の基礎を背景に、地球や太陽・惑星系に関する基礎的な知識を幅広く学ぶととも
に、先端的な知識・手法を取り入れ、課題探求能力と問題解決能力の養成に力を入れています。

研究と教育内容

学部時代の最も大変な行事は卒業論文（特別研究）の作
成です。第４学年にて全精力を傾けて、研究活動に打ち込
み、１月にはこの研究成果をポスター形式で発表します。
様々な分野の教員・大学院生・学部学生と議論を行い、研
究の楽しさ、難しさを
学んでいきます。この
日、大学生活で最も充
実した１日になります。

地球惑星科学科HP
https://www.geo.kyushu-u.ac.jp/
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ベーリング海の海底堆積物を全長15ｍ
のピストンコアにより採取、過去から現
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九州大学にて持ち帰られた地球外物
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いる。
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たもの。黒線の外側は閉じた（両端とも地球に繋がる）磁力線の領
域で、黒線と磁気緯度約70°の間ではオーロラが観測される。通常
オーロラは環状だが、ここでは真夜中部分が大きく変形し、真昼に
向かって舌を出したような形になっている。一方、黒線で囲まれた領
域から出る磁力線は惑星間空間に到達し地球へ戻らない。

宇宙空間と地球を結ぶ大規模電流のシミュレーション

岩石や隕石に含まれる微量な希ガスを
精密分析し、地球惑星物質の生成起
源を探る。

希ガス質量分析

地球の岩石や隕石、宇宙塵などに含ま
れるミクロンサイズの物質を観察し、そ
の化学組成を定量分析することで、地
球や太陽系物質の起源と進化過程を
解明する。

電界放出形走査電子顕微鏡

卒業研究発表会

地球や惑星について理解する上で大
事なことは、地球を観察することです。
46億年という長い時間をかけて形成
された地球には、その変動の歴史が地
質記録として刻まれています。また、火
山・台風・地震など様々な地球変動を
リアルタイムに観測できます。地球の
営みを観察・観測するために、２年生
で九州横断巡検や天草地質実習など、
泊まり込みで自然と接し、グループで
議論しながら過去の営みを理解する
野外学習が用意されています。

実験・実習 野外地質実習

地球惑星科学科　２年生（前期）の時間割
1限目 2限目 3限目 4限目

8：40～10：10 10：30～12：00 13：00～14：30 14：50～16：20

月 大気海洋科学生物圏環境科学

火 基幹教育科目の履修

水 基幹教育科目の履修

木 熱・統計力学 地球惑星力学 地球惑星実験学

金 地球惑星数学Ⅰ 固体地球科学 基礎地質学
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１年次は、自然科学全般の理解に不可欠な
物理、化学、数学、地学、生物学の素養を身
につけます。２年次より、講義だけでなく、実
験や実習、演習を通じて地球惑星科学の幅
広い分野にわたる基礎を学びます。第３学
年の後期には、各研究室に所属して個別の
研究テーマについて卒業特別研究に取り組
みます。

地球惑星科学科で行われている研究

九大独自のグローバル地上観測や人工衛
星データおよび数値シミュレーションにより、
オーロラ現象に代表される太陽風・磁気
圏・電離層の相互作用の研究を進めていま
す。また対流圏に生じる現象（例えば、台風、
梅雨など）やオゾンホールの研究を観測
データの解析や数値シミュレーションにもと
づいて行うとともに、これらの現象を支配す
る流れに関する基礎研究を進めています。

流体圏・宇宙圏科学

地震火山観測研究センターに所属する教員
からなります。地球物理学・測地学・地球電
磁気学の手法をもちいて九州や日本各地の
地震や火山を観測し、地震発生や火山噴火
のメカニズムの研究を進めています。

地震学・火山学

物質に関する物理・化学的知識を基盤とし
て、隕石を用いた地球や惑星の起源の研究、
地球惑星深部の高温・高圧下での物質の
性質・挙動に関する実験的研究、化学的手
法にもとづく地球表層や地球深部での物質
循環、地球環境中の有機物の分析による環
境変遷、生物活動解析を行っています。また、
物質科学的研究を考慮した太陽・惑星系
の起源・進化の理論的研究を進めています。

太陽惑星系物質科学

過去46億年間の地球惑星の歴史および現
在の地球惑星内部の構造・運動を種 の々方
法で研究しています。例えば、地震学的手法
による地球内部構造、数値シミュレーション
による地球惑星内部の運動の研究を行って
います。また堆積物、化石、地質構造、岩石の
性質などの研究から、地表付近でのさまざま
な地質現象（例えば、造山運動や火山活動）
とその変遷をとらえ、地球内部の運動や環境
変動を明らかにする研究を進めています。

固体地球惑星科学

総合研究博物館に所属する教員からなりま
す。軟体動物化石にもとづく生物進化の研
究を行っています。

地球惑星博物学（協力講座）

学科のカリキュラム

地球惑星科学科では、地球を複合システムとしてとらえ、その科学を理解できる人材の育成を目指しています。このた
め、物理・化学・数学・地学・生物学の基礎を背景に、地球や太陽・惑星系に関する基礎的な知識を幅広く学ぶととも
に、先端的な知識・手法を取り入れ、課題探求能力と問題解決能力の養成に力を入れています。

研究と教育内容

学部時代の最も大変な行事は卒業論文（特別研究）の作
成です。第４学年にて全精力を傾けて、研究活動に打ち込
み、１月にはこの研究成果をポスター形式で発表します。
様々な分野の教員・大学院生・学部学生と議論を行い、研
究の楽しさ、難しさを
学んでいきます。この
日、大学生活で最も充
実した１日になります。

地球惑星科学科HP
https://www.geo.kyushu-u.ac.jp/

Pick Up Research Contents

11Kyushu University, School of SCIENCE



世の中に現れる非常に多くの現象は微分方程式により記述
されています。微分方程式を解析的に解くことは特別な場合
を除いて不可能な状況にあります。そこでコンピュータを用い
た数値計算により、数値的に近似解を求める手法が用いら
れています。数値解析という数学の一分野では、微分方程式
や近似方程式が本来の現象をどれだけ再現できているかを
数学を使って調べたり、より速くより正確な近似解を求める
方法を作ったり、数学とコンピュータを併用して現象の理解
を目指しています。

九大の数学科では、数理統計の講義が数多くあり、信頼
区間や検定、モデル選択等の基礎的な内容を網羅的に
学ぶことができます。また、PythonやRを用いた数値シ
ミュレーションを通じて、数値的な観点からも学習できま
す。現代におけるデータサイエンスのあらゆる手法は、解
析結果を説明する統計的な考え方が基本となっていま
す。そのため、統計の基礎を深く学ぶことでデータサイエ
ンスの基盤を固めることができ、あらゆる分野で活躍で
きるようになります。 数学の問題を計算機を用いて解決するためのアルゴリズム、プログラムの構造、プログラミング言

語（Python、C、Mathematica、MATLAB）を学び、実際にプログラムを作成し実行します。この
ようなコンピュータ関連の講義や演習が1年次から4年次まで系統的に開講されるので、プログラ
ミング、数値計算、データ処理、統計処理、数式処理、画像処理など、様 な々課題について学ぶこと
ができます。コンピュータと数学との結びつきは、今後ますます重要になるでしょう。

講　義 情報数学

例年4～6月に九重研修が開
かれ、新入生と教員・院生が
親睦を深めます。また、4年生
からセミナーが始まりますが、
その紹介を目的とした研修も
行われます。

数理学研究院には独自の雑誌室が設置
されており、最近刊行分の学術雑誌のほ
か、学生の勉強・研究用にも大変有用な
種 の々シリーズものなどが配架されていま
す。また、隣接する伊都図書館にも、和
書・洋書を含めた数学関係の図書や学
術雑誌が多数配架されています。

行　事 施設紹介：図書・学術雑誌

数理学研究院に設けられていた「産業技術数理研究センター」が、平成
23年4月1日に「マス・フォア・インダストリ研究所」として数理から独立しま
した。本研究所は数学と産業技術の相互依存的な発展の仕組みを形成し、
産業界と大学との人材交流を促進することを目的としています。共同研究
のみでなく、産業界で活躍できる優れた数理的人材の育成も目指している
ので、応用に重点を置いた数学を研究したい学生はこの研究所に所属す
る教員から指導を受けることも可能です。

「マス・フォア・インダストリ研究所」

■ 微分方程式と数値解析 ■ 数理統計教育

２年および３年授業科目・内容の一例

授　業　科　目 内　容

２年前期
数学概論Ⅰ・演習 極限、級数

数学概論Ⅱ・演習 集合と写像、距離空間論入門

２年後期
数学概論Ⅲ・演習 位相空間論入門

数学概論Ⅳ・演習 複素関数論入門

３年前期

代数学Ⅰ・演習 代数系の基礎

幾何学Ⅰ・演習 多様体論

解析学Ⅰ・演習 ルベーグ積分

情報数学・演習 計算機科学の基礎理論

統計科学・演習 統計的推定・統計的検定

３年後期

代数学Ⅱ・演習 環と加群

幾何学Ⅱ・演習 ホモロジー論

解析学Ⅱ・演習 フーリエ解析入門

様 な々現象の数値計算
(a) 氷の融解 (b) 結晶成長 
(c) 生物集団の凝集 (d) がん細胞集団の挙動
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数
学
科 1年次は、微分積分、線形代数および、理系

学生としての教養を身につけます。2年次か
ら本格的な専門の勉強が始まります。演習
は小人数のクラスに分かれ、教員の他に
ティーチング・アシスタント（院生）がついて、
きめ細やかな指導が行われます。その他に
教職科目も受講できます。

学科のカリキュラム

数学科で行われている研究

図形などの幾何学的対象について、それら
をグニャグニャと連続的に変形しても変わら
ない性質を、様 な々視点から研究します。

トポロジー

曲線や曲面という身近な図形の研究は、微
分方程式の解全体の空間というような、と
ても目に見えそうにない空間を調べることに
も発展します。

微分幾何学

三角関数、指数関数、対数関数は変数を実
数に限らず複素数にしたほうが性質がよく
分かります。その様な複素変数の関数が持
つ美しい性質を研究します。

複素解析学

フェルマーの定理の証明に力を与えた楕円
曲線、保型形式、保型表現、ガロア表現を
はじめ、ゼータ関数、多重ゼータ値などの研
究が活発に行われています。

整数論

場の量子論、統計力学、流体力学を起源と
する数学的な問題を関数解析、確率論など
の解析的手法を用いて解決することを目標
とします。

数理物理学

いくつかの多項式の共通零点として定まる
図形を多視点から研究し、図形の複雑さを
解きほぐし、不思議な有様を発見する研究
分野です。

代数幾何学

動物の模様や骨格、あるいはタンパク質の
構造や噂の広がり方など、生命、物質、社会
に見られる様 な々現象の本質を数理モデル
を通して研究します。

現象数理学

元々は量子力学の研究に由来する数学的
対象で、一般に積の交換法則xy=yxが成
立しない非可換性が特徴です。このような
非可換性に関係する性質を研究します。

作用素環論

統計物理学、量子力学、経済現象などに現
れる決定論では説明できない不確実な現象
を数学的に定式化し解析、研究を行います。

確率論

物理学、生物学、工学等に現れる様々な非
線形偏微分方程式に対し、数学解析の手
法により解の様 な々性質を明らかにします。

非線形偏微分方程式論

複雑系、ヒトゲノム解析など、科学の最先端
のデータと取り組む中で、新しい数学を切り
開き、理論を発展させています。

数理統計学

パソコンからスパコンまで種々の計算機を
使って、科学技術計算を実行するための数
値的手法の開発、解析、応用を行います。

計算数理学

正多角形の美しい対称性をはじめ、様々な
数学的対象がもつ対称性を明らかにする研
究です。数学や物理学の広い領域に深く関
係しているのが特徴です。

表現論

暗号はインターネットの安全性を守る技術
として使われていますが、その安全性は素因
数分解などの数学的問題の計算困難性に
よって支えられています。

暗号理論

Pick Up Research Contents

数学科では20世紀以降の数学を学びます。ユークリッド、ニュートン、オイラー、ガウス、リーマン、ガロアらによって発
展した数学は20世紀を迎え抽象化と一般化が進みました。さらに21世紀には、その応用範囲が自然科学だけでなく
社会全般に行き渡っています。入学後の3年間は講義、演習、セミナーを通して自分で問題を解き、自分で考える力を身
につけます。4年生から専門的な研究に取り組みます。その内容は、集合論、群論、環論、体論、代数幾何、リーマン幾
何、トポロジー、複素解析、偏微分方程式論、測度論、そして現代社会に必要不可欠な数値解析や計算機などです。
数学は自由です。常識に囚われない豊かな発想で数学にのめり込む学生が誕生することを期待しています。

研究と教育内容

数学科HP
https://www.math.kyushu-u.ac.jp/
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世の中に現れる非常に多くの現象は微分方程式により記述
されています。微分方程式を解析的に解くことは特別な場合
を除いて不可能な状況にあります。そこでコンピュータを用い
た数値計算により、数値的に近似解を求める手法が用いら
れています。数値解析という数学の一分野では、微分方程式
や近似方程式が本来の現象をどれだけ再現できているかを
数学を使って調べたり、より速くより正確な近似解を求める
方法を作ったり、数学とコンピュータを併用して現象の理解
を目指しています。

九大の数学科では、数理統計の講義が数多くあり、信頼
区間や検定、モデル選択等の基礎的な内容を網羅的に
学ぶことができます。また、PythonやRを用いた数値シ
ミュレーションを通じて、数値的な観点からも学習できま
す。現代におけるデータサイエンスのあらゆる手法は、解
析結果を説明する統計的な考え方が基本となっていま
す。そのため、統計の基礎を深く学ぶことでデータサイエ
ンスの基盤を固めることができ、あらゆる分野で活躍で
きるようになります。 数学の問題を計算機を用いて解決するためのアルゴリズム、プログラムの構造、プログラミング言

語（Python、C、Mathematica、MATLAB）を学び、実際にプログラムを作成し実行します。この
ようなコンピュータ関連の講義や演習が1年次から4年次まで系統的に開講されるので、プログラ
ミング、数値計算、データ処理、統計処理、数式処理、画像処理など、様 な々課題について学ぶこと
ができます。コンピュータと数学との結びつきは、今後ますます重要になるでしょう。

講　義 情報数学

例年4～6月に九重研修が開
かれ、新入生と教員・院生が
親睦を深めます。また、4年生
からセミナーが始まりますが、
その紹介を目的とした研修も
行われます。

数理学研究院には独自の雑誌室が設置
されており、最近刊行分の学術雑誌のほ
か、学生の勉強・研究用にも大変有用な
種 の々シリーズものなどが配架されていま
す。また、隣接する伊都図書館にも、和
書・洋書を含めた数学関係の図書や学
術雑誌が多数配架されています。

行　事 施設紹介：図書・学術雑誌

数理学研究院に設けられていた「産業技術数理研究センター」が、平成
23年4月1日に「マス・フォア・インダストリ研究所」として数理から独立しま
した。本研究所は数学と産業技術の相互依存的な発展の仕組みを形成し、
産業界と大学との人材交流を促進することを目的としています。共同研究
のみでなく、産業界で活躍できる優れた数理的人材の育成も目指している
ので、応用に重点を置いた数学を研究したい学生はこの研究所に所属す
る教員から指導を受けることも可能です。

「マス・フォア・インダストリ研究所」

■ 微分方程式と数値解析 ■ 数理統計教育

２年および３年授業科目・内容の一例

授　業　科　目 内　容

２年前期
数学概論Ⅰ・演習 極限、級数

数学概論Ⅱ・演習 集合と写像、距離空間論入門

２年後期
数学概論Ⅲ・演習 位相空間論入門

数学概論Ⅳ・演習 複素関数論入門

３年前期

代数学Ⅰ・演習 代数系の基礎

幾何学Ⅰ・演習 多様体論

解析学Ⅰ・演習 ルベーグ積分

情報数学・演習 計算機科学の基礎理論

統計科学・演習 統計的推定・統計的検定

３年後期

代数学Ⅱ・演習 環と加群

幾何学Ⅱ・演習 ホモロジー論

解析学Ⅱ・演習 フーリエ解析入門

様 な々現象の数値計算
(a) 氷の融解 (b) 結晶成長 
(c) 生物集団の凝集 (d) がん細胞集団の挙動

感
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atics

数
学
科 1年次は、微分積分、線形代数および、理系

学生としての教養を身につけます。2年次か
ら本格的な専門の勉強が始まります。演習
は小人数のクラスに分かれ、教員の他に
ティーチング・アシスタント（院生）がついて、
きめ細やかな指導が行われます。その他に
教職科目も受講できます。

学科のカリキュラム

数学科で行われている研究

図形などの幾何学的対象について、それら
をグニャグニャと連続的に変形しても変わら
ない性質を、様 な々視点から研究します。

トポロジー

曲線や曲面という身近な図形の研究は、微
分方程式の解全体の空間というような、と
ても目に見えそうにない空間を調べることに
も発展します。

微分幾何学

三角関数、指数関数、対数関数は変数を実
数に限らず複素数にしたほうが性質がよく
分かります。その様な複素変数の関数が持
つ美しい性質を研究します。

複素解析学

フェルマーの定理の証明に力を与えた楕円
曲線、保型形式、保型表現、ガロア表現を
はじめ、ゼータ関数、多重ゼータ値などの研
究が活発に行われています。

整数論

場の量子論、統計力学、流体力学を起源と
する数学的な問題を関数解析、確率論など
の解析的手法を用いて解決することを目標
とします。

数理物理学

いくつかの多項式の共通零点として定まる
図形を多視点から研究し、図形の複雑さを
解きほぐし、不思議な有様を発見する研究
分野です。

代数幾何学

動物の模様や骨格、あるいはタンパク質の
構造や噂の広がり方など、生命、物質、社会
に見られる様 な々現象の本質を数理モデル
を通して研究します。

現象数理学

元々は量子力学の研究に由来する数学的
対象で、一般に積の交換法則xy=yxが成
立しない非可換性が特徴です。このような
非可換性に関係する性質を研究します。

作用素環論

統計物理学、量子力学、経済現象などに現
れる決定論では説明できない不確実な現象
を数学的に定式化し解析、研究を行います。

確率論

物理学、生物学、工学等に現れる様々な非
線形偏微分方程式に対し、数学解析の手
法により解の様 な々性質を明らかにします。

非線形偏微分方程式論

複雑系、ヒトゲノム解析など、科学の最先端
のデータと取り組む中で、新しい数学を切り
開き、理論を発展させています。

数理統計学

パソコンからスパコンまで種々の計算機を
使って、科学技術計算を実行するための数
値的手法の開発、解析、応用を行います。

計算数理学

正多角形の美しい対称性をはじめ、様々な
数学的対象がもつ対称性を明らかにする研
究です。数学や物理学の広い領域に深く関
係しているのが特徴です。

表現論

暗号はインターネットの安全性を守る技術
として使われていますが、その安全性は素因
数分解などの数学的問題の計算困難性に
よって支えられています。

暗号理論

Pick Up Research Contents

数学科では20世紀以降の数学を学びます。ユークリッド、ニュートン、オイラー、ガウス、リーマン、ガロアらによって発
展した数学は20世紀を迎え抽象化と一般化が進みました。さらに21世紀には、その応用範囲が自然科学だけでなく
社会全般に行き渡っています。入学後の3年間は講義、演習、セミナーを通して自分で問題を解き、自分で考える力を身
につけます。4年生から専門的な研究に取り組みます。その内容は、集合論、群論、環論、体論、代数幾何、リーマン幾
何、トポロジー、複素解析、偏微分方程式論、測度論、そして現代社会に必要不可欠な数値解析や計算機などです。
数学は自由です。常識に囚われない豊かな発想で数学にのめり込む学生が誕生することを期待しています。

研究と教育内容

数学科HP
https://www.math.kyushu-u.ac.jp/
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大気中CO²の上昇が地球規模の環境問題として顕在化する中、高
CO²時代における植物の生理的変化と適応に関する分子メカニズム
を解明することは、地球上で生を営むすべての生き物の未来を予測す
る研究として注目されています。植物は環境のCO²濃度に応じて、葉の
表面に点在する気孔の開度を変化させることにより、光合成反応の基
質であるCO²の流入を調節しています。私たちは植物におけるCO²感
知のメカニズムを明らかにするために、CO²に依存した気孔応答にか
かわる突然変異体の分子生理学的研究を進めています。

気孔はCO²の通路であると同時に、蒸散のための水分のゲート
として機能しています。低CO²条件や光照射下では、CO²をより
多く取り込むために気孔は開きます。逆に、高CO²条件や乾燥
条件下では、水分の喪失を防ぐために気孔は閉鎖します。気孔
が開くと蒸散が盛んになり、気化熱が奪われるため、葉面温度
は低下します。その温度変化をサーモグラフィで検出する手法を
用いて、これまでに植物のCO²感知・適応に関する数々の重要
因子の発見に成功しています。

■ 植物におけるCO²感知の分子機構

現在の生物学にはゲノムの塩基配列情報が必
要不可欠です。塩基配列の決定はＤＮＡシーク
エンサーを使って、一度に何千塩基も自動で決
めることができます。

生物のしくみを知るためには個体を扱うだけで
なく、それを構成する細胞を取り出して培養し、
その増殖、発生分化、機能発現等様々な研究
に用います。

■ ゲノムの塩基配列決定

■ 細胞の観察

1年 2年 3年 4年

基幹教育科目
（１年次開講）

卒業研究
（必修）

高年次基幹教育科目

専攻教育科目
（発展的科目）

専攻教育科目
（基礎生物学）

生物学特別講義
（発展的科目）

国際生物学特別講義
（選択科目）

専攻教育科目
（実習･演習）

基幹教育科目
（2年次開講）

生物学演習Ⅰ
（必修）

2年次からの約1年間、基礎生物物理学実験・基礎遺伝学実験・数理
生物学演習・応用分子生物学実験・応用生物化学実験・生態学実
験・応用細胞機能学実験・臨海実験・野外実験演習の9つの学生実
習・演習があります。それぞれ、約2週間の実験・演習で、卒業研究に
必要な実験技術や解析手法を学びます。

実験・実習

分子生物学実験 臨海実習 野外実験演習

分
子
か
ら
集
団
ま
で
の
生
命
現
象
を

総
合
的
に
科
学
す
る
。

Biology

生
物
学
科

1年次は、人文科学、社会科学、自然科学、
外国語などの教養科目や基礎科学科目を
学びます。2年次から専門科目、実習および
演習が開講されます。4年生になると各研究
室に所属して、卒業研究に取り組みます。ま
た、生物学科で指定された科目を履修する
ことで、中学校または高等学校の教諭一種
免許状を取得することができます。

分子、細胞から個体、そして集団の生物学へと幅広い分野での研究が、実験室の研究、野外での調査・研究、理論的研
究など様々な方法ですすめられています。また、その幅広い研究に基づいたバランスのとれた教育が行われています。
入学後、基本的科目から始めて、順次高度な特色のある科目を履修し、専門性を身に付けます。卒業研究では特定の
テーマについて研究しますが、教員や大学院生とのディスカッションから知識・実験技術・判断力などを学ぶとともに、
与えられるだけの学習には無い、自分で何かを創り出す喜びを味わうことができます。

学科のカリキュラム

Pick Up Research Contents

研究と教育内容 生物学科で行われている研究

主に遺伝子改変マウスを用いて、動物の記
憶・学習や情動などを司る高次脳機能の
仕組みを理解するための基礎研究を行っ
ています。

行動神経科学

動物の生殖細胞がどのようにして体の中で
守られているのか、生殖細胞の本質とは何
かといった問題について、鳥類胚をモデル
系に用いて研究しています。

動物発生学

細胞の遺伝をつかさどる染色体上のＤＮＡ、
タンパク質などの分子の働きについて、分
子生物学、生化学の手法を使って研究を
行っています。

染色体機能学

植物の特徴的な機能や環境適応のメカニ
ズムに関して、遺伝子工学的な手法を積極
的に取り入れて研究を行っています。

植物生理学

環境中の微生物資源やゲノム情報を基に、
自然界の生態系を駆動する微生物機能の
解明に取り組んでいます。とくに、有害重金
属の微生物代謝や、環境撹乱が微生物生
態系へ及ぼず影響の評価、野生動物の共
生細菌群集の研究を行っています。

環境微生物生態学

動・植物の繁殖戦略や社会性の進化、動植
物や微生物の共進化などについて研究して
います。また、野生生物の保全と管理の研
究にも取り組んでいます。

生態科学

行動、神経機能などの高次生命現象の分
子機構について、線虫をモデルとした分子
遺伝学やイメージング技術を用いて研究し
ています。

分子遺伝学

私たちのいのちは、タンパク質や核酸などの
「生体高分子」のはたらきにより支えられて
います。その仕組を、分子・細胞・組織を
シームレスにつなぐ多彩な解析手法を用い
て解明します。

生体高分子機能学

数理モデルやコンピュータシミュレーション
を用いた生物学の研究を行っています。

数理生物学

海洋および陸水（河川・湖沼）を対象として、
生物の多様性と生物郡集の構造・機能に
ついての研究を行っています。

海洋生物学

細胞内小器官の形成と機能の制御機構、
初期発生過程における細胞周期制御、数
理モデルを用いた生命科学の諸現象の解
析、昆虫における運動制御の神経機構など
の研究を行っています。

細胞機能学

多様な進化を遂げている被子植物の系統
群を代表するモデル植物（アサガオ、イネ、
シロイヌナズナ）を用いて、植物の環境適応
機構や植物の形態形成機構の統合的理解
を目指し研究を行っています。

植物多様性ゲノム学

突然変異が種内の多様性を形成し、進化
的タイムスケールでは種間の相違を生み出
します。そのメカニズムを探究し、生物の歴
史を解き明かします。

進化遺伝学

夏には、植物、ほ乳類、鳥、昆虫などの野外生物を対象にした野外実
習を行います。また春休みと夏休みの2回、天草臨海実験所で、海洋
生物の分類・発生・生態調査などの臨海実習を行います。

生物学科HP
https://www.biology.kyushu-u.ac.jp/
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大気中CO²の上昇が地球規模の環境問題として顕在化する中、高
CO²時代における植物の生理的変化と適応に関する分子メカニズム
を解明することは、地球上で生を営むすべての生き物の未来を予測す
る研究として注目されています。植物は環境のCO²濃度に応じて、葉の
表面に点在する気孔の開度を変化させることにより、光合成反応の基
質であるCO²の流入を調節しています。私たちは植物におけるCO²感
知のメカニズムを明らかにするために、CO²に依存した気孔応答にか
かわる突然変異体の分子生理学的研究を進めています。

気孔はCO²の通路であると同時に、蒸散のための水分のゲート
として機能しています。低CO²条件や光照射下では、CO²をより
多く取り込むために気孔は開きます。逆に、高CO²条件や乾燥
条件下では、水分の喪失を防ぐために気孔は閉鎖します。気孔
が開くと蒸散が盛んになり、気化熱が奪われるため、葉面温度
は低下します。その温度変化をサーモグラフィで検出する手法を
用いて、これまでに植物のCO²感知・適応に関する数々の重要
因子の発見に成功しています。

■ 植物におけるCO²感知の分子機構

現在の生物学にはゲノムの塩基配列情報が必
要不可欠です。塩基配列の決定はＤＮＡシーク
エンサーを使って、一度に何千塩基も自動で決
めることができます。

生物のしくみを知るためには個体を扱うだけで
なく、それを構成する細胞を取り出して培養し、
その増殖、発生分化、機能発現等様々な研究
に用います。

■ ゲノムの塩基配列決定

■ 細胞の観察

1年 2年 3年 4年

基幹教育科目
（１年次開講）

卒業研究
（必修）

高年次基幹教育科目

専攻教育科目
（発展的科目）

専攻教育科目
（基礎生物学）

生物学特別講義
（発展的科目）

国際生物学特別講義
（選択科目）

専攻教育科目
（実習･演習）

基幹教育科目
（2年次開講）

生物学演習Ⅰ
（必修）

2年次からの約1年間、基礎生物物理学実験・基礎遺伝学実験・数理
生物学演習・応用分子生物学実験・応用生物化学実験・生態学実
験・応用細胞機能学実験・臨海実験・野外実験演習の9つの学生実
習・演習があります。それぞれ、約2週間の実験・演習で、卒業研究に
必要な実験技術や解析手法を学びます。

実験・実習

分子生物学実験 臨海実習 野外実験演習

分
子
か
ら
集
団
ま
で
の
生
命
現
象
を

総
合
的
に
科
学
す
る
。

Biology

生
物
学
科

1年次は、人文科学、社会科学、自然科学、
外国語などの教養科目や基礎科学科目を
学びます。2年次から専門科目、実習および
演習が開講されます。4年生になると各研究
室に所属して、卒業研究に取り組みます。ま
た、生物学科で指定された科目を履修する
ことで、中学校または高等学校の教諭一種
免許状を取得することができます。

分子、細胞から個体、そして集団の生物学へと幅広い分野での研究が、実験室の研究、野外での調査・研究、理論的研
究など様々な方法ですすめられています。また、その幅広い研究に基づいたバランスのとれた教育が行われています。
入学後、基本的科目から始めて、順次高度な特色のある科目を履修し、専門性を身に付けます。卒業研究では特定の
テーマについて研究しますが、教員や大学院生とのディスカッションから知識・実験技術・判断力などを学ぶとともに、
与えられるだけの学習には無い、自分で何かを創り出す喜びを味わうことができます。

学科のカリキュラム

Pick Up Research Contents

研究と教育内容 生物学科で行われている研究

主に遺伝子改変マウスを用いて、動物の記
憶・学習や情動などを司る高次脳機能の
仕組みを理解するための基礎研究を行っ
ています。

行動神経科学

動物の生殖細胞がどのようにして体の中で
守られているのか、生殖細胞の本質とは何
かといった問題について、鳥類胚をモデル
系に用いて研究しています。

動物発生学

細胞の遺伝をつかさどる染色体上のＤＮＡ、
タンパク質などの分子の働きについて、分
子生物学、生化学の手法を使って研究を
行っています。

染色体機能学

植物の特徴的な機能や環境適応のメカニ
ズムに関して、遺伝子工学的な手法を積極
的に取り入れて研究を行っています。

植物生理学

環境中の微生物資源やゲノム情報を基に、
自然界の生態系を駆動する微生物機能の
解明に取り組んでいます。とくに、有害重金
属の微生物代謝や、環境撹乱が微生物生
態系へ及ぼず影響の評価、野生動物の共
生細菌群集の研究を行っています。

環境微生物生態学

動・植物の繁殖戦略や社会性の進化、動植
物や微生物の共進化などについて研究して
います。また、野生生物の保全と管理の研
究にも取り組んでいます。

生態科学

行動、神経機能などの高次生命現象の分
子機構について、線虫をモデルとした分子
遺伝学やイメージング技術を用いて研究し
ています。

分子遺伝学

私たちのいのちは、タンパク質や核酸などの
「生体高分子」のはたらきにより支えられて
います。その仕組を、分子・細胞・組織を
シームレスにつなぐ多彩な解析手法を用い
て解明します。

生体高分子機能学

数理モデルやコンピュータシミュレーション
を用いた生物学の研究を行っています。

数理生物学

海洋および陸水（河川・湖沼）を対象として、
生物の多様性と生物郡集の構造・機能に
ついての研究を行っています。

海洋生物学

細胞内小器官の形成と機能の制御機構、
初期発生過程における細胞周期制御、数
理モデルを用いた生命科学の諸現象の解
析、昆虫における運動制御の神経機構など
の研究を行っています。

細胞機能学

多様な進化を遂げている被子植物の系統
群を代表するモデル植物（アサガオ、イネ、
シロイヌナズナ）を用いて、植物の環境適応
機構や植物の形態形成機構の統合的理解
を目指し研究を行っています。

植物多様性ゲノム学

突然変異が種内の多様性を形成し、進化
的タイムスケールでは種間の相違を生み出
します。そのメカニズムを探究し、生物の歴
史を解き明かします。

進化遺伝学

夏には、植物、ほ乳類、鳥、昆虫などの野外生物を対象にした野外実
習を行います。また春休みと夏休みの2回、天草臨海実験所で、海洋
生物の分類・発生・生態調査などの臨海実習を行います。

生物学科HP
https://www.biology.kyushu-u.ac.jp/
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世の中の複雑で一見わけのわからない現象を、
思い切って単純化し、誰にでもわかるシンプル
な数式や法則に落とし込んで紐解いていく。そ
んな物理ならではのダイナミックなアプローチ
に魅力を感じたのがきっかけです。

大学に入学してからは自由な時間が大幅に増
え、生活の自由度が格段に上がりました。その
分、自分の興味がある専門的な物理の勉強は
もちろん、プログラミングを用いた計算機シミュ
レーションの構築など、時間を忘れて自分の探
求やものづくりに没頭する濃密な毎日を送って
います。

受験勉強は点数を競うゲームのようですが、大
学での勉強は真逆で、正解のない問いに対し
て「わかるまで考え続けるヒント」を学ぶ世界で
す。自分自身、日々 の学びや経験こそがこれから
先の人生で役に立つのではないかと考えなが
ら勉強しています。点数を取るための勉強をこ
なしつつも、時には効率度外視で、納得いくま
で考え抜く経験を大切にしてください。

大学で学ぶ自分をイメージできますか？
大学って本当はどんなところなのか。何を
どんなふうに学び、高校とはどう違うの
か。目標をより明確にし、これからさらに
前進するためにも、学生の視点から大学
を知ることは有意義なことだと思います。
そこで、理学部5学科の在学生と大学院
へ進んだ先輩たちが、自分たちの経験を
通して、知られざる九州大学理学部の姿
を語ってくれました。

九州大学の大学院は、教育組織としての『学
府』と、研究組織としての『研究院』とに分か
れています。（3ページ参照）

九州大学の大学院制度について

現在の進学先（専攻分野）に進もう
と思ったきっかけはなんですか？

Q

大学に入ってからの日常生活の
変化を聞かせてください。

Q

受験生に向けてのメッセージQ

周囲には積極的に勉強へ打ち込む仲間が多く、
日々良い刺激をもらっています。都会の喧騒か
ら離れた落ち着いたキャンパスだからこそ、誘
惑に流されず自分の勉強や趣味にじっくりと没
頭できる点も、九大の大きな魅力だと実感して
います。

九州大学に入る前のイメージと
入ってからのイメージは？

Q

樺島 大志さん
理学部物理学科（物理学コース）3年
【東京学芸大学附属高等学校 卒業】

私は高校の間に将来の夢を決められませんで
した。そんななかで、九州大学の物理学科には
情報理学コースと物理学コースの２つがある
と知りました。ここなら大学で時間をかけて将
来のことを考えられると思い、物理学科の受験
を決めました。入学後、情報の授業の内容によ
り興味をもったため、情報理学コースに進みま
した。

学部生のときは硬式ソフトボール部に所属し
ていました。週３回の活動だったので、勉強と運
動の両立がしやすかったです。テスト休みもあ
るのでおすすめです(笑)。アルバイトは、学部１
年生から始めた飲食店のバイトが今でも続い
ていて自分でもびっくりです。

授業は学部時代より少なくなりましたが、就活
や研究など、忙しさは少し増えた気がします。土
日にやることを頑張って平日に遊びに行くなど、
予定は柔軟にたてられると思います。

現在の進学先（専攻分野）に進もう
と思ったきっかけはなんですか？

Q

大学院に入ってから、
生活は変わりましたか？

Q

アルバイトやサークル、部活を
やっていましたか？

Q

入学前は、ほとんどの九大生が九州の出身だ
と思っていましたが、思った以上に日本各地の
出身の学生と出会えて驚きました。部活やバイ
ト先で地元の話をしたり、夏休みに友達の出身
地に遊びに行ったりするのがとても楽しかった
です。

九州大学に入る前のイメージと
入ってからのイメージは？

Q

古賀 悠太郎さん
システム情報科学府 修士課程１年
理学部物理学科（情報理学コース）卒業
【名古屋市立菊里高等学校 卒業】

高校では授業に部活と毎日忙しい日々 を送って
いましたが、大学に入り講義以外の時間は自分
で何をするか自由に決めることができるように
なりました。また、夏季休業などは高校に比べ
長いため、ボランティア活動など今までしたこと
がなかったことに挑戦できるような時間ができ
ました。

受験勉強の努力が必ず報われるとは断言でき
ませんが、自分が積み重ねてきたものは裏切ら
ないと思います。大学に入ったらこういうことが
したいなと夢を膨らませつつ勉強し、時に休憩
を挟みながら受験当日まで頑張ってください！

大学に入ると同じ専門の人としか交流がない
と思っていましたが、特に学部1年生では他の
学部学科の方と同じ講義を受講することが多
く、同じ課題について様々な視点から議論を
行ったりすることがあり、自分の視野が広がった
ように感じました。

学部時代は講義中心だったのが、大学院に
入ってからは研究中心の生活となりました。大
学院でも講義自体はありますが、学部時代に比
べ少なくなり、講義が終わると研究室に行って
実験や解析をすることが多くなりました。

大学に入ってからの日常生活の
変化を聞かせてください。

Q

受験生に向けてのメッセージQ

九州大学に入る前のイメージと
入ってからのイメージは？

Q

大学院に入ってから、
生活は変わりましたか？

Q

増田 廉さん
理学府物理学専攻 修士課程1年
【福岡県立東筑高等学校 卒業】

小さい頃から不思議な現象の裏側を知られる
のが面白くて理科が好きでした。高校では特に
化学の授業が楽しくて、もっと深く学びたいと
思い化学科を選びました。

まだ夢が明確でない子もいるかなと思います。
でも、自分がちょっとでも興味があったらぜひそ
の道に挑戦してみてください。勉強は大変だと
思うけど、目標に向かってがんばってください！

大学院では講義中心の生活から研究中心の生
活へと大きく変わります。自分で研究計画を考
え、実験や解析を進めながら結果をまとめてい
くため、主体的に行動する場面が増えました。
一方で、学会発表や論文執筆などを通じて、自
分の研究を外部に発信する機会も多くなります。

現在の進学先（専攻分野）に進もう
と思ったきっかけはなんですか？

Q

大学院に入ってから、
生活は変わりましたか？

Q

アルバイトは塾講師をしていて、中学生の集団
授業の理科を担当しています。部活は女子バス
ケットボール部に所属していました。毎日バイト
か部活があって大変な時もありましたが、楽し
い思い出もたくさんできて、一生の友達と呼べ
る仲間にも出会えました。

アルバイトやサークル、部活を
やっていましたか？

Q

受験生に向けてのメッセージQ

光を使った研究をしているのですが、光は化学
の目と言われるほど、分子の性質を見るのに欠
かせないものです。将来は、研究で身につけた
光化学の知識を活用して企業で商品の品質管
理や研究を行いたいと考えています。

将来の夢や希望はなんですか？Q

山中 法子さん
理学府化学専攻 修士課程1年
理学部化学科 卒業
【大分県立佐伯鶴城高等学校 卒業】

高校生の頃から、身の回りの現象がなぜ起こる
のかを考えることが好きでした。特に化学では、
原子や分子のわずかな違いが物質の性質を大
きく変えることに面白さを感じました。一方で、
より根本的な法則を学びたいという思いから
物理学にも興味を持つようになりました。

入学前は、九州大学は勉強や研究に真剣に取
り組む学生が多い大学というイメージを持って
いました。実際に入学してみると、そのイメージ
通り学習意欲の高い学生が多い一方で、学業
以外にもサークル活動やボランティア、留学な
ど、それぞれの目標に向かって主体的に活動し
ている学生が多いことに驚きました。また、自然
豊かなキャンパスで落ち着いて勉強や研究に
取り組める環境も魅力だと感じています。

受験勉強は大変ですが、大学には高校までに
はなかった自由な学びや出会いが待っています。
目の前の勉強を一歩ずつ積み重ね、自分の興
味や好奇心を大切にしてください。応援してい
ます！

現在の進学先（専攻分野）に進もう
と思ったきっかけはなんですか？

Q

九州大学に入る前のイメージと
入ってからのイメージは？

Q部活とバイトに勉強と、やりたいことがたくさん
増えました。大学生は自分でやることを決めら
れる時間が多くなるので、留学生支援や単発
のバイトを入れたり、人生に幅をもたせられる
ようになったなと思います。

大学に入ってからの日常生活の
変化を聞かせてください。

Q

受験生に向けてのメッセージQ

八木 俊輔さん
理学府化学専攻 修士課程1年
理学部化学科 卒業
【山口県立徳山高等学校 卒業】

※所属・学年は2026年度のもの。

VOICE!01 〈在学生〉
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世の中の複雑で一見わけのわからない現象を、
思い切って単純化し、誰にでもわかるシンプル
な数式や法則に落とし込んで紐解いていく。そ
んな物理ならではのダイナミックなアプローチ
に魅力を感じたのがきっかけです。

大学に入学してからは自由な時間が大幅に増
え、生活の自由度が格段に上がりました。その
分、自分の興味がある専門的な物理の勉強は
もちろん、プログラミングを用いた計算機シミュ
レーションの構築など、時間を忘れて自分の探
求やものづくりに没頭する濃密な毎日を送って
います。

受験勉強は点数を競うゲームのようですが、大
学での勉強は真逆で、正解のない問いに対し
て「わかるまで考え続けるヒント」を学ぶ世界で
す。自分自身、日々 の学びや経験こそがこれから
先の人生で役に立つのではないかと考えなが
ら勉強しています。点数を取るための勉強をこ
なしつつも、時には効率度外視で、納得いくま
で考え抜く経験を大切にしてください。

大学で学ぶ自分をイメージできますか？
大学って本当はどんなところなのか。何を
どんなふうに学び、高校とはどう違うの
か。目標をより明確にし、これからさらに
前進するためにも、学生の視点から大学
を知ることは有意義なことだと思います。
そこで、理学部5学科の在学生と大学院
へ進んだ先輩たちが、自分たちの経験を
通して、知られざる九州大学理学部の姿
を語ってくれました。

九州大学の大学院は、教育組織としての『学
府』と、研究組織としての『研究院』とに分か
れています。（3ページ参照）

九州大学の大学院制度について

現在の進学先（専攻分野）に進もう
と思ったきっかけはなんですか？

Q

大学に入ってからの日常生活の
変化を聞かせてください。

Q

受験生に向けてのメッセージQ

周囲には積極的に勉強へ打ち込む仲間が多く、
日々良い刺激をもらっています。都会の喧騒か
ら離れた落ち着いたキャンパスだからこそ、誘
惑に流されず自分の勉強や趣味にじっくりと没
頭できる点も、九大の大きな魅力だと実感して
います。

九州大学に入る前のイメージと
入ってからのイメージは？

Q

樺島 大志さん
理学部物理学科（物理学コース）3年
【東京学芸大学附属高等学校 卒業】

私は高校の間に将来の夢を決められませんで
した。そんななかで、九州大学の物理学科には
情報理学コースと物理学コースの２つがある
と知りました。ここなら大学で時間をかけて将
来のことを考えられると思い、物理学科の受験
を決めました。入学後、情報の授業の内容によ
り興味をもったため、情報理学コースに進みま
した。

学部生のときは硬式ソフトボール部に所属し
ていました。週３回の活動だったので、勉強と運
動の両立がしやすかったです。テスト休みもあ
るのでおすすめです(笑)。アルバイトは、学部１
年生から始めた飲食店のバイトが今でも続い
ていて自分でもびっくりです。

授業は学部時代より少なくなりましたが、就活
や研究など、忙しさは少し増えた気がします。土
日にやることを頑張って平日に遊びに行くなど、
予定は柔軟にたてられると思います。

現在の進学先（専攻分野）に進もう
と思ったきっかけはなんですか？

Q

大学院に入ってから、
生活は変わりましたか？

Q

アルバイトやサークル、部活を
やっていましたか？

Q

入学前は、ほとんどの九大生が九州の出身だ
と思っていましたが、思った以上に日本各地の
出身の学生と出会えて驚きました。部活やバイ
ト先で地元の話をしたり、夏休みに友達の出身
地に遊びに行ったりするのがとても楽しかった
です。

九州大学に入る前のイメージと
入ってからのイメージは？

Q

古賀 悠太郎さん
システム情報科学府 修士課程１年
理学部物理学科（情報理学コース）卒業
【名古屋市立菊里高等学校 卒業】

高校では授業に部活と毎日忙しい日々 を送って
いましたが、大学に入り講義以外の時間は自分
で何をするか自由に決めることができるように
なりました。また、夏季休業などは高校に比べ
長いため、ボランティア活動など今までしたこと
がなかったことに挑戦できるような時間ができ
ました。

受験勉強の努力が必ず報われるとは断言でき
ませんが、自分が積み重ねてきたものは裏切ら
ないと思います。大学に入ったらこういうことが
したいなと夢を膨らませつつ勉強し、時に休憩
を挟みながら受験当日まで頑張ってください！

大学に入ると同じ専門の人としか交流がない
と思っていましたが、特に学部1年生では他の
学部学科の方と同じ講義を受講することが多
く、同じ課題について様々な視点から議論を
行ったりすることがあり、自分の視野が広がった
ように感じました。

学部時代は講義中心だったのが、大学院に
入ってからは研究中心の生活となりました。大
学院でも講義自体はありますが、学部時代に比
べ少なくなり、講義が終わると研究室に行って
実験や解析をすることが多くなりました。

大学に入ってからの日常生活の
変化を聞かせてください。

Q

受験生に向けてのメッセージQ

九州大学に入る前のイメージと
入ってからのイメージは？

Q

大学院に入ってから、
生活は変わりましたか？

Q

増田 廉さん
理学府物理学専攻 修士課程1年
【福岡県立東筑高等学校 卒業】

小さい頃から不思議な現象の裏側を知られる
のが面白くて理科が好きでした。高校では特に
化学の授業が楽しくて、もっと深く学びたいと
思い化学科を選びました。

まだ夢が明確でない子もいるかなと思います。
でも、自分がちょっとでも興味があったらぜひそ
の道に挑戦してみてください。勉強は大変だと
思うけど、目標に向かってがんばってください！

大学院では講義中心の生活から研究中心の生
活へと大きく変わります。自分で研究計画を考
え、実験や解析を進めながら結果をまとめてい
くため、主体的に行動する場面が増えました。
一方で、学会発表や論文執筆などを通じて、自
分の研究を外部に発信する機会も多くなります。

現在の進学先（専攻分野）に進もう
と思ったきっかけはなんですか？

Q

大学院に入ってから、
生活は変わりましたか？

Q

アルバイトは塾講師をしていて、中学生の集団
授業の理科を担当しています。部活は女子バス
ケットボール部に所属していました。毎日バイト
か部活があって大変な時もありましたが、楽し
い思い出もたくさんできて、一生の友達と呼べ
る仲間にも出会えました。

アルバイトやサークル、部活を
やっていましたか？

Q

受験生に向けてのメッセージQ

光を使った研究をしているのですが、光は化学
の目と言われるほど、分子の性質を見るのに欠
かせないものです。将来は、研究で身につけた
光化学の知識を活用して企業で商品の品質管
理や研究を行いたいと考えています。

将来の夢や希望はなんですか？Q

山中 法子さん
理学府化学専攻 修士課程1年
理学部化学科 卒業
【大分県立佐伯鶴城高等学校 卒業】

高校生の頃から、身の回りの現象がなぜ起こる
のかを考えることが好きでした。特に化学では、
原子や分子のわずかな違いが物質の性質を大
きく変えることに面白さを感じました。一方で、
より根本的な法則を学びたいという思いから
物理学にも興味を持つようになりました。

入学前は、九州大学は勉強や研究に真剣に取
り組む学生が多い大学というイメージを持って
いました。実際に入学してみると、そのイメージ
通り学習意欲の高い学生が多い一方で、学業
以外にもサークル活動やボランティア、留学な
ど、それぞれの目標に向かって主体的に活動し
ている学生が多いことに驚きました。また、自然
豊かなキャンパスで落ち着いて勉強や研究に
取り組める環境も魅力だと感じています。

受験勉強は大変ですが、大学には高校までに
はなかった自由な学びや出会いが待っています。
目の前の勉強を一歩ずつ積み重ね、自分の興
味や好奇心を大切にしてください。応援してい
ます！

現在の進学先（専攻分野）に進もう
と思ったきっかけはなんですか？

Q

九州大学に入る前のイメージと
入ってからのイメージは？

Q部活とバイトに勉強と、やりたいことがたくさん
増えました。大学生は自分でやることを決めら
れる時間が多くなるので、留学生支援や単発
のバイトを入れたり、人生に幅をもたせられる
ようになったなと思います。

大学に入ってからの日常生活の
変化を聞かせてください。

Q

受験生に向けてのメッセージQ

八木 俊輔さん
理学府化学専攻 修士課程1年
理学部化学科 卒業
【山口県立徳山高等学校 卒業】

※所属・学年は2026年度のもの。

VOICE!01 〈在学生〉

17Kyushu University, School of SCIENCE



高校での地学基礎の授業がきっかけでした。
「こんなに面白い学問があるのか、もっとたくさ
ん知りたい！」と魅了されて、地球惑星科学の分
野に進学しました。地球惑星科学科では、地球
深部から宇宙までの幅広い地学分野を学べる
のが大きな魅力です。特に九州には火山活動
や地震などの地学現象が数多くあり、地球科
学を学ぶうえで非常に恵まれた環境です。

学内のコンビニや塾でアルバイトをしています。
また、地学研究部や環境サークルEcoaに所属
していました。空いた時間を生かして社会経験
を積むなど、普段できないことに挑戦しました。
特に、地学研究部では、天体観測や鉱物採集、
天文宇宙検定の受験など、普段の授業では経
験できない実践演習ができて、非常に学べるこ
とが多かったです。

現在の進学先（専攻分野）に進もう
と思ったきっかけはなんですか？

Q

アルバイトやサークル、部活を
やっていましたか？

Q

研究室が変わらなかったので、大きな変化はあ
りませんが、授業が減って、研究に費やす時間
が増えました。新たに4年生や外部進学した人
も加わり、沢山の研究室メンバーと研究につい
て議論を深めつつ、時にはゲームやピクニック
をしたりして、和気あいあいと楽しんでます。

大学院に入ってから、
生活は変わりましたか？

Q

受験勉強は苦労が絶えず大変なことばかりで
すが、入学できれば楽しいこと・うれしいことが
沢山待っているので、あきらめず努力を惜しま
ないで頑張ってください！

受験生に向けてのメッセージQ

新山 碩人さん
理学府地球惑星科学専攻 修士課程１年
理学部地球惑星科学科 卒業
【愛媛県立松山南高等学校 卒業】

数学科に進もうと思ったきっかけは高校の時
の数学の授業が楽しかったことです。幼い頃か
ら算数・数学は好きでしたが、高校生になって、
同級生に教えることが多く、友人が内容を理解
した時に笑ってくれたのが嬉しく感じ、数学の
教師になろうと思い、数学科を志望しました。

自分が１年間浪人した予備校で試験監督など
のアルバイトをしており、大学院生になった今
でも続けています。今はマス・フォアイノベー
ション学府の経済的支援があるので、アルバイ
トの頻度は学部時代に比べると減りましたが、
楽しく続けています。

大学院生になり研究をはじめ、学会に行くよう
になりました。私が所属しているマス:フォア・イ
ノベーション連係学府の支援のおかげで国際
学会にも行くようになりました。英語を使う機
会が大幅に増え、英語の重要性を痛感してい
ます。

現在の進学先（専攻分野）に進もう
と思ったきっかけはなんですか？

Q

アルバイトやサークル、部活を
やっていましたか？

Q

将来の夢や希望はなんですか？Q

大学院に入ってから、
生活は変わりましたか？

Q

受験勉強は思い通りに成績が伸びなかったり、
苦手教科にも取り組まなければならなかったり
と、苦しいことがたくさんあると思います。しか
し、「受験勉強を頑張った」という経験が、今後
何かに対して頑張らなければならない時の自
信になると思います。数学が好きな方はぜひ九
州大学数学科に入って、高校数学とは違う大
学数学を学びましょう！

受験生に向けてのメッセージQ

菅 陽佳さん
マス・フォア・イノベーション連係学府 修士課程２年
理学部数学科卒業
【福岡県立筑紫丘高等学校 卒業】

空を眺めたり天気予報を見たりすることが好き
で、以前から宇宙や気象に興味を持っていまし
た。そうした興味をきっかけに、この学科でより
専門的に学んでみたいと思い、進学を決めま
した。

入学前は、九州大学には勉強熱心で優秀な人
が多いというイメージがあり、少し緊張していま
した。しかし実際に入学してみると、勉強だけで
なく部活動や趣味などにも全力で取り組む人
が多く、さまざまな個性を持った人たちと出会う
ことができました。学科や部活動を通して交流
の輪も広がり、日々 多くの刺激を受けています。

水泳部のマネージャーとして活動しており、朝
練に参加することで毎日充実した日々を過ごし
ています。また、自分で使える時間が増えた分、
スケジュール管理を意識するようになりました。
授業のない平日や長期休みには、同じ学科の
友人とドライブや旅行に行くこともあり、大学
生活を満喫しています。

模試の成績に不安になったり、周りと比べて落
ち込んだりすることもあると思いますが、自分の
ペースで最後まで頑張ってほしいです！同じ分野
に興味を持つ仲間と一緒に学べる大学生活は、
とても楽しいです。ぜひ地球惑星科学科で一緒
に学びましょう！

現在の進学先（専攻分野）に進もう
と思ったきっかけはなんですか？

Q

九州大学に入る前のイメージと
入ってからのイメージは？

Q

大学に入ってからの日常生活の
変化を聞かせてください。

Q

受験生に向けてのメッセージQ

梅枝 茉音さん
理学部地球惑星科学科4年
【長崎日本大学高等学校 卒業】

3つ上の兄のおかげで、中学生の頃から高校数
学に触れていたことがきっかけだと思います。そ
の頃から数学が好きになり、もっと深く学びた
いと思うようになりました。高校時代に受講した
九州大学の「現代数学入門」も１つのきっかけ
だった気もします。そこで大学数学の奥深さを
感じました。

製薬会社の統計解析職で働き、新薬の開発に
貢献し、病気で苦しむ人々を助けたいと思って
います。

九州大学に入る前のイメージと
入ってからのイメージは？

Q

大学には真面目な人ばかりいるのかなと思って
いましたが、いい意味でいい加減な人もいて、
楽しく大学生活を送れています。

現在の進学先（専攻分野）に進もう
と思ったきっかけはなんですか？

Q

数学科では、代数・幾何・解析など様々な数学
を学ぶことができます。定義があって、その定義
を使って定理を証明していくような、今までより
厳密な議論が要求されます。数学が好きな人、
高校数学では満足できなかった人はぜひ数学
科にきてください。考えれば考えるほど沼ってい
く数学の世界を経験してみませんか？楽しいで
すよ、多分。

受験は大変だと思いますが、しっかり寝て、息抜
きもして、体調管理に十分気をつけながら勉強
頑張ってください。数学科でお待ちしています。

受験生に向けてのメッセージQ

中島 聡史さん

時間の使い方が自由になったことが最も変化し
た部分だと感じます。やるべきこと・それに取り
組む時間が与えられていた高校時代とは異な
り、大学入学以降は基本的に自分で生活・行動
をデザインする必要がありました。

受験生の皆さんの中には、これまでの人生の中
で最も大きな決断・苦しみを体験している人も
多いと思います。ぜひ、大いに悩んでください。
大いに苦しんでください。そしてそんな経験をす
るからこそ、納得と自信をもって新たな世界へ
羽ばたけると、私は信じています。大変だと思い
ますが、頑張ってください！応援しています！

大学に入ってからの日常生活の
変化を聞かせてください。

Q

受験生に向けてのメッセージQ

夢は金融の世界から、研究領域に変化を起こ
すことです。資金や環境、出口先など研究領域
が抱える問題は多岐に渡ると感じています。最
前線で戦う研究者がより研究に没頭できるよう
に、そして研究者によって紡がれた知識・技術
がもっと世の中にスピーディーに送り出されるよ
うに、そんな機会を多く作るべく奔走したいと
思います。

将来の夢や希望はなんですか？Q

研究・授業・就職活動と、自分がこなしたい（こ
なさなければならない）ものが増えました。日中
の生活の濃度がだいぶ濃くなったと感じていま
す（笑）。一方で学会に参加するなど、新たな刺
激や知識を得る機会も増え、時間に追われる
日々 ではありますが、充実度は学部生の頃と比
べて非常に高いです。

大学院に入ってから、
生活は変わりましたか？

Q

豊村 凌佐さん
システム生命科学府 一貫制博士課程2年
理学部生物学科卒業
【筑陽学園高等学校 卒業】

私の高校はSSH（Super Science High scool）
といって課題研究に力を入れていて、周りにア
ドバイスを貰いつつ試行錯誤して実験して興味
深い結果が出たり考察をしたりするのがすごく
楽しくて、その頃から大学院に進学して自分の
研究をしてみたいと思っていました。私のチーム
はISEFという世界大会にも出場することが出
来て、その時の経験は大事な思い出であり、私
の好奇心の原動力になっています。

私はずっと好奇心の赴くまま色々経験してきた
タイプなので、どちらかというと基礎研究の方
に興味があります。一見、「なんの役に立つ
の？」と思われるようなことかもしれませんが、
私にとってはその情報を知ること自体に意味が
あり、人生が豊かになると感じます。もちろん仕
事などで自分の学んできたことや研究したこと
が誰かのためになればいいなとも思います。

「好きこそものの上手なれ」です。受験勉強は
辛いと思いますが、面白いと思えたらこっちの
勝ち。楽しみつつ受験勉強頑張ってください！
九大で待ってます。

大学生になって初めての一人暮らしをして、そ
れまでの生活とは一変しました。自由が格段に
上がる代わりに生活するうえでの責任は全て自
分にあるのでそれに慣れるのに少し大変でし
た。しかし一人暮らしをして初めてアルバイトを
して、自分でお金を稼いで好きなことに使えると
いうことがとても嬉しかったです。

現在の進学先（専攻分野）に進もう
と思ったきっかけはなんですか？

Q

将来の夢や希望はなんですか？Q

大学に入ってからの日常生活の
変化を聞かせてください。

Q

受験生に向けてのメッセージQ

冨田 まりあさん
理学部生物学科4年
【鹿児島県立国分高等学校 卒業】

VOICE!01 〈在学生〉

マス・フォア・イノベーション連係学府 修士課程２年
理学部数学科（国際コース）卒業
【佐賀県立武雄高等学校 卒業】
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高校での地学基礎の授業がきっかけでした。
「こんなに面白い学問があるのか、もっとたくさ
ん知りたい！」と魅了されて、地球惑星科学の分
野に進学しました。地球惑星科学科では、地球
深部から宇宙までの幅広い地学分野を学べる
のが大きな魅力です。特に九州には火山活動
や地震などの地学現象が数多くあり、地球科
学を学ぶうえで非常に恵まれた環境です。

学内のコンビニや塾でアルバイトをしています。
また、地学研究部や環境サークルEcoaに所属
していました。空いた時間を生かして社会経験
を積むなど、普段できないことに挑戦しました。
特に、地学研究部では、天体観測や鉱物採集、
天文宇宙検定の受験など、普段の授業では経
験できない実践演習ができて、非常に学べるこ
とが多かったです。

現在の進学先（専攻分野）に進もう
と思ったきっかけはなんですか？

Q

アルバイトやサークル、部活を
やっていましたか？

Q

研究室が変わらなかったので、大きな変化はあ
りませんが、授業が減って、研究に費やす時間
が増えました。新たに4年生や外部進学した人
も加わり、沢山の研究室メンバーと研究につい
て議論を深めつつ、時にはゲームやピクニック
をしたりして、和気あいあいと楽しんでます。

大学院に入ってから、
生活は変わりましたか？

Q

受験勉強は苦労が絶えず大変なことばかりで
すが、入学できれば楽しいこと・うれしいことが
沢山待っているので、あきらめず努力を惜しま
ないで頑張ってください！

受験生に向けてのメッセージQ

新山 碩人さん
理学府地球惑星科学専攻 修士課程１年
理学部地球惑星科学科 卒業
【愛媛県立松山南高等学校 卒業】

数学科に進もうと思ったきっかけは高校の時
の数学の授業が楽しかったことです。幼い頃か
ら算数・数学は好きでしたが、高校生になって、
同級生に教えることが多く、友人が内容を理解
した時に笑ってくれたのが嬉しく感じ、数学の
教師になろうと思い、数学科を志望しました。

自分が１年間浪人した予備校で試験監督など
のアルバイトをしており、大学院生になった今
でも続けています。今はマス・フォアイノベー
ション学府の経済的支援があるので、アルバイ
トの頻度は学部時代に比べると減りましたが、
楽しく続けています。

大学院生になり研究をはじめ、学会に行くよう
になりました。私が所属しているマス:フォア・イ
ノベーション連係学府の支援のおかげで国際
学会にも行くようになりました。英語を使う機
会が大幅に増え、英語の重要性を痛感してい
ます。

現在の進学先（専攻分野）に進もう
と思ったきっかけはなんですか？

Q

アルバイトやサークル、部活を
やっていましたか？

Q

将来の夢や希望はなんですか？Q

大学院に入ってから、
生活は変わりましたか？

Q

受験勉強は思い通りに成績が伸びなかったり、
苦手教科にも取り組まなければならなかったり
と、苦しいことがたくさんあると思います。しか
し、「受験勉強を頑張った」という経験が、今後
何かに対して頑張らなければならない時の自
信になると思います。数学が好きな方はぜひ九
州大学数学科に入って、高校数学とは違う大
学数学を学びましょう！

受験生に向けてのメッセージQ

菅 陽佳さん
マス・フォア・イノベーション連係学府 修士課程２年
理学部数学科卒業
【福岡県立筑紫丘高等学校 卒業】

空を眺めたり天気予報を見たりすることが好き
で、以前から宇宙や気象に興味を持っていまし
た。そうした興味をきっかけに、この学科でより
専門的に学んでみたいと思い、進学を決めま
した。

入学前は、九州大学には勉強熱心で優秀な人
が多いというイメージがあり、少し緊張していま
した。しかし実際に入学してみると、勉強だけで
なく部活動や趣味などにも全力で取り組む人
が多く、さまざまな個性を持った人たちと出会う
ことができました。学科や部活動を通して交流
の輪も広がり、日々 多くの刺激を受けています。

水泳部のマネージャーとして活動しており、朝
練に参加することで毎日充実した日々を過ごし
ています。また、自分で使える時間が増えた分、
スケジュール管理を意識するようになりました。
授業のない平日や長期休みには、同じ学科の
友人とドライブや旅行に行くこともあり、大学
生活を満喫しています。

模試の成績に不安になったり、周りと比べて落
ち込んだりすることもあると思いますが、自分の
ペースで最後まで頑張ってほしいです！同じ分野
に興味を持つ仲間と一緒に学べる大学生活は、
とても楽しいです。ぜひ地球惑星科学科で一緒
に学びましょう！

現在の進学先（専攻分野）に進もう
と思ったきっかけはなんですか？

Q

九州大学に入る前のイメージと
入ってからのイメージは？

Q

大学に入ってからの日常生活の
変化を聞かせてください。

Q

受験生に向けてのメッセージQ

梅枝 茉音さん
理学部地球惑星科学科4年
【長崎日本大学高等学校 卒業】

3つ上の兄のおかげで、中学生の頃から高校数
学に触れていたことがきっかけだと思います。そ
の頃から数学が好きになり、もっと深く学びた
いと思うようになりました。高校時代に受講した
九州大学の「現代数学入門」も１つのきっかけ
だった気もします。そこで大学数学の奥深さを
感じました。

製薬会社の統計解析職で働き、新薬の開発に
貢献し、病気で苦しむ人々を助けたいと思って
います。

九州大学に入る前のイメージと
入ってからのイメージは？

Q

大学には真面目な人ばかりいるのかなと思って
いましたが、いい意味でいい加減な人もいて、
楽しく大学生活を送れています。

現在の進学先（専攻分野）に進もう
と思ったきっかけはなんですか？

Q

数学科では、代数・幾何・解析など様々な数学
を学ぶことができます。定義があって、その定義
を使って定理を証明していくような、今までより
厳密な議論が要求されます。数学が好きな人、
高校数学では満足できなかった人はぜひ数学
科にきてください。考えれば考えるほど沼ってい
く数学の世界を経験してみませんか？楽しいで
すよ、多分。

受験は大変だと思いますが、しっかり寝て、息抜
きもして、体調管理に十分気をつけながら勉強
頑張ってください。数学科でお待ちしています。

受験生に向けてのメッセージQ

中島 聡史さん

時間の使い方が自由になったことが最も変化し
た部分だと感じます。やるべきこと・それに取り
組む時間が与えられていた高校時代とは異な
り、大学入学以降は基本的に自分で生活・行動
をデザインする必要がありました。

受験生の皆さんの中には、これまでの人生の中
で最も大きな決断・苦しみを体験している人も
多いと思います。ぜひ、大いに悩んでください。
大いに苦しんでください。そしてそんな経験をす
るからこそ、納得と自信をもって新たな世界へ
羽ばたけると、私は信じています。大変だと思い
ますが、頑張ってください！応援しています！

大学に入ってからの日常生活の
変化を聞かせてください。

Q

受験生に向けてのメッセージQ

夢は金融の世界から、研究領域に変化を起こ
すことです。資金や環境、出口先など研究領域
が抱える問題は多岐に渡ると感じています。最
前線で戦う研究者がより研究に没頭できるよう
に、そして研究者によって紡がれた知識・技術
がもっと世の中にスピーディーに送り出されるよ
うに、そんな機会を多く作るべく奔走したいと
思います。

将来の夢や希望はなんですか？Q

研究・授業・就職活動と、自分がこなしたい（こ
なさなければならない）ものが増えました。日中
の生活の濃度がだいぶ濃くなったと感じていま
す（笑）。一方で学会に参加するなど、新たな刺
激や知識を得る機会も増え、時間に追われる
日々 ではありますが、充実度は学部生の頃と比
べて非常に高いです。

大学院に入ってから、
生活は変わりましたか？

Q

豊村 凌佐さん
システム生命科学府 一貫制博士課程2年
理学部生物学科卒業
【筑陽学園高等学校 卒業】

私の高校はSSH（Super Science High scool）
といって課題研究に力を入れていて、周りにア
ドバイスを貰いつつ試行錯誤して実験して興味
深い結果が出たり考察をしたりするのがすごく
楽しくて、その頃から大学院に進学して自分の
研究をしてみたいと思っていました。私のチーム
はISEFという世界大会にも出場することが出
来て、その時の経験は大事な思い出であり、私
の好奇心の原動力になっています。

私はずっと好奇心の赴くまま色々経験してきた
タイプなので、どちらかというと基礎研究の方
に興味があります。一見、「なんの役に立つ
の？」と思われるようなことかもしれませんが、
私にとってはその情報を知ること自体に意味が
あり、人生が豊かになると感じます。もちろん仕
事などで自分の学んできたことや研究したこと
が誰かのためになればいいなとも思います。

「好きこそものの上手なれ」です。受験勉強は
辛いと思いますが、面白いと思えたらこっちの
勝ち。楽しみつつ受験勉強頑張ってください！
九大で待ってます。

大学生になって初めての一人暮らしをして、そ
れまでの生活とは一変しました。自由が格段に
上がる代わりに生活するうえでの責任は全て自
分にあるのでそれに慣れるのに少し大変でし
た。しかし一人暮らしをして初めてアルバイトを
して、自分でお金を稼いで好きなことに使えると
いうことがとても嬉しかったです。

現在の進学先（専攻分野）に進もう
と思ったきっかけはなんですか？

Q

将来の夢や希望はなんですか？Q

大学に入ってからの日常生活の
変化を聞かせてください。

Q

受験生に向けてのメッセージQ

冨田 まりあさん
理学部生物学科4年
【鹿児島県立国分高等学校 卒業】

VOICE!01 〈在学生〉

マス・フォア・イノベーション連係学府 修士課程２年
理学部数学科（国際コース）卒業
【佐賀県立武雄高等学校 卒業】
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大学で学ぶ物理学には、素粒子、原子核、物性、宇宙など高校では習わ
なかった様々な分野を学びます。手を動かし苦労しながら自分の頭で考
え、全国から集まってきた友達と会話しながら、自分の言葉で理解できる
ようになると、とても楽しくなります。研究はその延長上にあります。一緒
に勉強していきましょう。

物理学科 ［物理学コース］

菅野 優美 准教授

計算科学は、コンピュータを用いたシミュレーションにより、宇宙誕生のメ
カニズムや新薬の合成、様々な機能をもった新材料の発見、生体機能や
脳の仕組みの解明、航空機や自動車の設計など、多岐にわたる分野で研
究開発を支える「コンピュータ×何か」の学問です。世界最先端のスー
パーコンピュータを使い倒す技術を学び、サイエンスのフロンティアを旅
しよう！

物理学科 ［情報理学コース］

小野 謙二 教授

大学は、自分で授業を選び、研究室を選び、新しいことに挑戦する場所で
す。大学生活の中で好きなことを見つけて全力で取り組む経験こそが、自
分を成長させる糧になります。そして、皆さん一人一人の好きを極める努
力は、世界を前に進める原動力でもあります。あなたの好きなことはなん
ですか？

化学科

大谷 亮 准教授

皆さんの足元にある地面は元 そ々こにあったものではありません。地球の
歴史の中で起こった何らかの事件の証拠品です。それらを詳細に調べれ
ば，私たちがどのようにして生まれ、そしてこれからどうなっていくのかが
見えてきます。私たちの未来を一緒に解き明かしていきませんか。

地球惑星科学科

山本 順司 教授

自然科学の根幹を担う物理学は先人達の導きにより多くの成功を収め
てきました。しかし自然界ではまだ多くの現象が発見されるのを待ってい
るように思います。皆さんと一緒に、美しい蝶をひたすら追いかけるよう
に、好奇心の赴くまま物理学の世界を探索して、大いなる叡智に新たなる
1ページを刻むことを楽しみにしています。

物理学科 ［物理学コース］

野村 健太郎 教授

物理学が扱う領域はとても幅広く、宇宙や素粒子、原子、電子、金属...だ
けに留まりません！生命を物理の視点で解き明かしていく、生物物理学と
いう分野もあったりします。細胞の動きや細胞分裂の仕組み、タンパク質
やDNAの働き、生命を支えるエネルギーや情報の流れの仕組みなど、生
命現象の中にも物理法則が息づいています。数式や実験を通して自然界
の本質に迫り、ミクロからマクロ、物質から生命まで、あなたも物理の視
点で私たちの世界の広さを探究してみませんか？

物理学科 ［物理学コース］

栗栖 実 助教

ふだん意識していないと思いますが、皆さんの身の回りのものはほとんど
全て分子でできています。化学はこれら分子の性質を学ぶだけでなく自ら
作り出す方法も考える学問です。ですので化学を深く学べば世の中の見
方が大きく変わるだけでなく、世の中を自らの手で大きく変えられる可能
性も持つことになるでしょう。

化学科

化学科

恩田 健 教授

合成化学は、新規化合物の合成を通して社会に貢献できる魅力的な研
究分野です。「世界初の研究」も多数あります。世界初の研究には正解が
存在せず、自ら仮説を立て、実験で実証する事が求められます。この過程
は困難が伴いますが、非常に面白い過程です。実験や議論を重ね、自分
の手で新しい現象を発見する面白さを、体験してください。大学では、主
体的に学ぶ事で大きく成長できます。積極的に挑戦し、充実した大学生
活を送りましょう。

吉澤 明菜 助教

地球が我々に教えてくれるデータはいつも非常に複雑です。しかし、複雑
で難しいからこそ、観測データを理論モデルやシミュレーションで説明し、
地球に対する理解を少し進めることができた時には、大きな喜びも得ら
れます。実際に地球に向き合い、その複雑さや、壮大なスケールを感じな
がら研究を行えることが地球科学の魅力だと思います。

地球惑星科学科

江本 賢太郎 准教授

最近のIT社会の発展で、数学を学んだ学生の需要は以前と比べても日々
高まっています。もちろん純粋に数学の美に魅せられて研究する人 も々沢
山います。九大の数学科は、純粋な数学研究から応用数学までの広い世
界を知ることができる点においては、随一の環境だと思います。様々な数
学を体験することにより、自分の将来を見つけることが必ずできると思い
ます。

数学科

増田 俊彦 教授

皆さんは中学高校で紀元前から十七世紀ごろまでの数学を学びました。
大学数学ではその続きの数学を学びますが、わずか数世紀の間に人類
はこんなにも進歩したのかときっと驚かれるでしょう。そして、当時の大天
才たちが築いた数学を身に着けた自分に、未来への大きな可能性を感じ
るはずです。九大の数学科という人にも物にも恵まれた環境で、数学に
没頭する四年間をぜひ味わってほしいと思います。

数学科

宋 珠愛 助教

私たちの周りの自然界には、未知のことがたくさんあります。また、既知と
考えられている現象もスケールや角度、見方を変えると新たな疑問が湧
いてくるかもしれません。観察を通して皆さんが感じとったナゼ？こそ、科
学の原動力です。まだ誰も答えを知らない謎に挑戦し、解き明かしてい
く、知的探求のワクワクを一緒に楽しんでみませんか。

生物学科

新垣 誠司 准教授

地球惑星科学科では、我 を々取り巻く環境について、様々な時空間尺度
で理解を深めていくことができると思います。好奇心・探求心に従い、利
用可能な手段を総動員して得られた知見は、時に社会に還元されること
もあり、研究の現場には挑戦しがいのある課題が溢れています。皆さんと
興奮に満ちた時間を共有できれば幸いです。

地球惑星科学科

野口 峻佑 助教

数学科では高校生までに学んだ数学を基に、現代数学の基礎を学びま
す。抽象的な概念だったり、扱う対象も数のみに限らなかったり、今まで
の数学との違いに戸惑うこともあるかもしれません。その理由もあり現代
数学を深く理解することは容易ではありませんが、その分新たな数学の
楽しみを見つけることも多いと思います。皆さんが大学での数学を楽しむ
ことをお待ちしています。

数学科

角田 謙吉 准教授

理学部では、世界の誰も知らない自然界の仕組みなどの真理を探求し、
人類の新しい“知”を生み出すことを念頭に置いて研究しています。それ
は、すぐさま何かに直接役立つものでは無いかもしれませんが、限りなく
可能性の広がる礎となるものです。好奇心に基づいて知について学び究
めたいと思う皆さんの入学をお待ちしています。

生物学科

松尾 直毅 教授

わたしたちも含め、生物の反応・行動には、あやふやなように見えてもき
ちんと法則があります。生命現象とそれを引き起こす原因を知ることで、
今までと違った角度から世の中を見ることができるようになるかもしれま
せん。みなさんも、生命科学の視点から世界を覗いてみませんか。大学で
お会いできるのを楽しみにしております。

生物学科

門田 慧奈 助教

九州大学理学部では、個性豊かで世界レベルの優秀な先生が様 な々専門分野で教育と研究
に携わっています。理学部では約200名の先生が皆さんとめぐり合いを楽しみにしています。VOICE!�� 〈教員〉
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